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は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
入
り
、
政
治
的
安
定
を
迎
え
た
一
七
世
紀
後
半
以
降
、
庶
民
の
需
要

の
増
大
、
手
工
業
の
技
術
の
発
達
に
も
と
づ
き
、
各
領
主
の
奨
励
の
も
と
、
各
地
で

風
土
に
適
し
た
特
産
品
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
は
、

各
藩
の
藩
政
改
革
に
伴
う
藩
専
売
の
展
開
の
中
で
、
技
術
革
新
や
流
通
統
制
が
進
め

ら
れ
、
特
産
地
の
形
成
と
淘
汰
が
す
す
ん
だ
。
漆
器
も
こ
う
し
た
特
産
品
の
代
表
的

な
製
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

近
世
の
漆
器
に
つ
い
て
は
、
半
田
市
太
郎
の
一
連
の
研
究
が
一
つ
の
到
達
点
と

な
っ
て
い
る

（
（
（

。
た
だ
し
、
流
通
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
幕
藩
制
市
場
論

（
（
（

の
議
論
の
中

で
、
産
地
問
屋
と
江
戸
問
屋
に
よ
る
流
通
体
制
の
確
立
と
、
そ
の
独
占
に
対
抗
す
る

体
制
外
の
流
通
と
の
対
立
に
分
析
の
主
眼
が
あ
り
、
都
市
内
に
お
け
る
流
通
や
消
費

の
実
態

（
（
（

に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
加
え
て
史
料
的
な
制
約
も
あ
り
、
と
く
に

江
戸
の
塗
物
問
屋
の
分
析
は
、
史
料
の
残
存
状
況
に
よ
り
、
京
都
の
柏
原
家
が
安
永

三
（
一
七
七
四
）
年
に
買
収
し
た
黒
江
屋
の
分
析
が
唯
一
で
あ
る

（
（
（

。
一
九
世
紀
の
問

屋
仲
間
は
二
十
数
名
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
他
国
住
商
人
は
三
名
に
過
ぎ
ず

（
（
（

、
上
方

商
人
の
出
店
と
な
っ
た
黒
江
屋
の
業
態
は
必
ず
し
も
江
戸
塗
物
問
屋
の
標
準
と
は
い

え
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
消
費
地
に
お
け
る
流
通
も
視
野
に
入
れ
て
江
戸
に
お
け
る
漆

器
の
流
通
の
概
要
を
確
認
し
た
上
で
（
一
）、
江
戸
・
東
京
の
塗
物
問
屋
で
あ
る
会

津
屋
（
杉
田
）
徳
兵
衛
家
の
事
例
分
析
を
行
い
た
い
（
二
）。
同
家
の
文
書

（
（
（

は
近
代

の
も
の
が
中
心
で
、
経
営
史
料
は
断
片
的
で
あ
る
が
、
遺
さ
れ
た
史
料
よ
り
可
能
な

限
り
分
析
を
す
す
め
、
他
国
住
商
人
の
江
戸
店
に
比
し
て
立
ち
後
れ
て
い
る
江
戸
住

商
人
の
研
究

（
（
（

に
も
寄
与
し
た
い
。

一　

近
世
に
お
け
る
漆
器
の
大
衆
化

1
　
漆
器
生
産
の
成
長

ま
ず
、
近
世
に
お
け
る
漆
器
生
産
の
展
開
を
確
認
し
て
お
き
た
い

（
（
（

。
江
戸
時
代
初

期
の
俳
諧
論
書
『
毛
吹
草
』（
正
保
二
〈
一
六
四
五
〉
年
刊
）
で
は
、
各
地
の
名
産

の
記
述
で
山
城
（
塗
師
細
工
ほ
か
）・
大
和
（
塗
桶
・
塗
鉢
）・
和
泉
（
中
浜
塗
木
履
・
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分類 製品名

食
食器

椀，組椀，曲物飯器，飯櫃・飯鉢・飯次，鉢・
木鉢，大平皿，硯蓋，盞・盃，盃洗，盃台，
菓子器・菓子鉢，盛物台，重箱・小重箱，切溜，
重箱台，飯台，広蓋，菓子盆，折敷・折敷膳，
総輪膳，八寸膳，盆，木盤，七ツ入小宗和台，
箱膳，食籠，弁当・弁当箱・行厨・行厨箱・
子型，提重，提箱，楊枝刺・楊枝箱，行器，
三宝，組台，匙，杓子，箸，箸箱

嗜好品用具
（茶道具／喫煙道具）

茶器，茶箱，茶入，茶台，茶船，面桶，菜入（＝
残菜入）／煙草盆，巻煙草刺

住
家具関係

塗卓，机，紙張机，鏡台，鏡台針箱，化粧台，
文庫，三ツ入小文庫，箪笥，帳箪笥，戸棚，
長持，鉄楾付ケ用長框，行灯，手行灯，角行灯，
燭台，火鉢，火鉢台卓，煙草盆，巻煙草刺，
金机刺，塗枕・枕・箱枕，蒔絵花瓶・花生，
衣桁

建具ほか 塗建具，額縁，建具縁・襖縁・屛風縁

宗教関係
仏壇，仏壇荘厳，仏壇下地，御厨子棚，神仏像，
位牌，木魚，仏前台，前机，華足台，仏器，神
輿

その他道具

諸手道具，諸手道具箱，青貝針箱，栗木針箱，
針箱，手箱，硯箱，塗鞘・鞘，一閑張塗，挟箱，
鏡の套・鏡覆，鉄漿盥・鉄漿箱，耳盥，釘箱，
釘箱棚，板笠，塗木櫛，櫛箱，印籠，香入，
団扇，両掛，提灯輪

表 2 明治 7（1874）年の「漆器類」の概要

註）分類については，文化庁内民俗文化財研究会編著『民俗文
化財の手びき』（第一法規，1979 年）等を参照した。製品名は史
料の表記をそのまま記した。 

［明治 7（1874）年『府県物産表』より作成］

産出額 該当府県（円）

10 万円以上 石川（109599.12），静岡（104536.72），
若松（101966.14）

5万円以上 京都（79035.275），大阪（67133.532）

3万円以上 愛知（46358.38），敦賀（35850.485），
新川（35020.75），新潟（32407.759）

2万円以上 筑摩（29169.859），東京（23966.684），
広島（22383.695）

1万5000円以上
栃木（19914.66），愛媛（19402.575），
和歌山（17042.5），熊谷（16070.437），
宮城（15489.767）

1万円以上
豊岡（13522.65），度会（11485.43），
北条（10950.4），
置賜（10869.08）

5000円以上
水沢（9803.25），島根（9646.57），長崎（7160），
白川（6686），奈良（6166.175），三重（5119.3），
小田（5000）

1000円以上

岐阜（4729.143），埼玉（4561.45），浜松（4265.485），
足柄（4250.12），山梨（3237.4），相川（3044.65），
秋田（3004.48），岩手（2735），青森（2579.64），
新治（2381.25），飾磨（2152.76），
茨城（1945.818），高知（1797.455），
福島（1433.46），山形（1386.71），神奈川（1025）

1000円以下
鳥取（852），小倉（591），浜田（527.725），
酒田（500），兵庫（304.999），名東（290），
宮崎（276.1），千葉（214），岡山（28.62），長野（15）

金額不明 鹿児島

書上なし 堺，滋賀，磐前，山口，福岡，三潴，大分，佐賀

表1 明治 7（1874）年の各府県における「漆器類」生産額

［明治 7（1874）年『府県物産表』より作成］

図 1　明治前期における漆器の有力生産地
（年産額 2 万円以上 の生産額比較 単位 = 万円）

［『興業意見』明治 17〈1884〉年より作成］

図 2　明治 7（1874）年『府県物産表』にみる
各府県の漆器生産額

［『府県物産表』明治 7〈1874〉年より作成］
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常
器
椀
）・
近
江（
朽
木
塗
物　

盆
鉢
・
五
器
な
ど
）・
陸
奥（
会
津　

薄
椀
・
薄
盆
）・

石
見
（
濱
田
折
敷
）・
播
磨
（
清
水
折
敷
）・
越
前
（
塗
笠
）・
紀
伊
（
黒
江
渋
地
椀　

根
来
椀
・
折
敷
〈
「
昔
寺
繁
昌
之
時
拵
タ
ル
道
具
ト
言
、
当
時
方
々
ニ
テ
売
買

之
」〉
）・
伊
予
（
塗
板
）・
筑
前
（
折
敷
）・
肥
前
（
唐
蒔
絵
）・
日
向
（
五
器
）
を

あ
げ
て
い
る
。
す
で
に
半
田
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
旧
来
の
朝
廷
・
貴
族
の
需

要
に
応
じ
た
畿
内
の
工
芸
品
生
産
か
ら
、
椀
・
折
敷
な
ど
の
日
用
品
が
地
方
で
も
生

産
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
中
期
の
い
わ
ば
百
科
事

典
で
あ
る
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二〈
一
七
一
二
〉
年
刊
）
で
は
、
諸
国
の
土

産
で
、
山
城
（
塗
物
）、
大
和
（
塗
桶　

奈
良
、
塗
挽
盞
、
吉
野
食
次
）、
紀
伊
（
椀　

名
草
郡
黒
江
）、
陸
奥
（
椀　

会
津
）、
下
野
（
椀
・
折
敷　

日
光　

同
〈
日
光
〉
盆
・

木
鉢
）
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
漆
椀
の
項
目
で
は
中
世
以
来
の
根
来
は
絶
え
て
大

坂
・
京
都
が
最
上
品
に
な
っ
た
と
し
、
ほ
か
江
州
日
野
、
紀
州
黒
江
、
奥
州
会
津
、

摂
州
堺
を
あ
げ
る
。
根
来
の
衰
退
や
、
下
野
の
登
場
な
ど
、
地
方
の
名
物
と
し
て
の

成
長
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
近
世
後
期
の
番
付
「
諸
国
産
物
競

（
（
（

」

で
は
、
日
光
・
駿
河
・
会
津
・
津
軽
・
出
羽
の
産
物
と
し
て
「
塗
物
」
を
あ
げ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
地
が
生
産
地
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。

近
代
に
入
る
と
、
各
地
の
産
物
の
統
計
に
よ
っ
て
漆
器
生
産
の
広
が
り
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
末
に
農
商
務
省
が
印
刷
配
布
し
た

政
策
構
想
の
書
『
興
業
意
見
』
は
、
地
方
産
業
の
振
興
に
よ
っ
て
国
富
・
国
力
の
向

上
を
図
り
、
海
外
の
先
進
国
に
迫
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
が

（
（1
（

、
こ
の
中

で
、
漆
器
は
欧
米
に
向
け
た
「
重
要
貨
物
」
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
漆

液
の
欠
乏
と
、「
仏
国
模
造
品
」
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
へ
の
販
路
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
現
状
を
憂
い
、
改
良
案
も
提
示
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
ま
た
、
図
1
は
、
明
治
一
一
～

一
六
年
の
平
均
の
年
産
額
一
四
二
万
四
九
七
〇
円
を
も
と
に
、
産
額
二
万
円
以
上
の

府
県
を
比
較
す
る
た
め
に
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
グ
ラ
フ
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る

（
（1
（

。

生
産
量
で
は
な
く
生
産
額
で
あ
る
が
、
黒
江
塗
の
和
歌
山
、
輪
島
塗
の
石
川
、
会
津

塗
の
福
島
、
駿
河
塗
の
静
岡
が
有
力
生
産
地
の
総
生
産
額
の
八
〇
%
を
占
め
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、『
興
業
意
見
』
で
は
全
国
の
生
産
状
況
が
不
明
な
た

め
、
表
1
・
図
2
に
は
、
最
初
の
全
国
物
産
統
計
と
さ
れ
る
明
治
七
（
一
八
七
四
）

年
『
府
県
物
産
表

（
（1
（

』
よ
り
、
各
県
の
生
産
額
を
示
し
た
。
北
海
道
と
沖
縄
県
は
対
象

外
で
、
か
つ
今
日
の
区
分
と
は
異
な
る
三
府
六
〇
県
で
あ
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
統
計
の
精
度
が
完
全
で
は
な
く
、
と
く
に
和
歌
山
の
生
産
額
が
低
い

点
に
疑
問
が
残
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
上
位
は
『
興
業
意
見
』
と
同
様
に
石
川
・
静
岡
・

若
松
（
会
津
）
が
占
め
て
い
る
。
一
方
、
生
産
額
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
は
八
県

で
、
う
ち
九
州
が
半
数
を
占
め
る
。
こ
の
八
県
以
外
は
、
少
額
の
生
産
額
で
あ
っ
て

も
、
各
地
で
漆
器
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

ま
た
、
近
世
に
は
、
漆
器
の
機
種
も
前
代
に
比
べ
、
多
様
化
し
た
。
近
代
初
頭
の

段
階
で
は
あ
る
が
、
表
2
は
同
じ
く
明
治
七
年
『
府
県
物
産
表
』
の
「
漆
器
類
」
の

主
な
品
目
を
抽
出
し
、
便
宜
的
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
府
県
で
品
名
の
統
一

が
図
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
同
じ
製
品
で
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
表
記
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
原
表
記
を
尊
重
し
た
。
各
府
県
で
頻
出
す
る
の
が
、
食

器
と
し
て
の
椀
、
膳
類
、
収
納
具
と
し
て
の
文
庫
で
、
日
用
品
と
し
て
漆
器
が
各
地

で
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
食
器
関
係
で
は
盛
り
つ
け

の
器
の
ほ
か
、
酒
器
、
弁
当
箱
、
重
箱
、
収
納
・
運
搬
の
器
や
箸
な
ど
、
茶
道
具
、

机
や
箪
笥
・
照
明
具
な
ど
の
家
具
、
宗
教
関
係
の
道
具
、
櫛
な
ど
の
装
身
具
や
化
粧

道
具
な
ど
、
漆
器
が
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

2
　
江
戸
・
東
京
の
漆
器
流
通

こ
う
し
た
各
地
の
漆
器
を
江
戸
で
荷
受
す
る
問
屋
は
、
十
組
問
屋
仲
間
の
一
つ
と

し
て
仲
間
を
結
成
し
て
お
り
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
段
階
で
二
六
軒
、
株
仲
間

解
散
令
後
の
再
興
時
（
嘉
永
四
〈
一
八
五
一
〉
年
）
で
仮
組
を
含
め
て
二
五
軒
が
組

合
の
構
成
員
で
あ
っ
た
。
す
で
に
半
田
は
、
塗
物
問
屋
仲
間
を
四
段
階
に
分
け
て
分

析
し
、
産
地
ご
と
の
荷
主
の
商
人
仲
間
と
連
動
し
て
江
戸
移
入
塗
物
を
独
占
し
て
い

た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

（
（1
（

。
た
だ
し
、
半
田
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
問
屋
に
よ
る
流
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通
の
独
占
体
制
は
、
株
仲
間
解
散
以
前
か
ら
揺
る
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
し

た
状
況
が
、
問
屋
自
身
も
か
か
わ
っ
た
多
様
な
流
通
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
点
は
、

実
態
と
い
う
意
味
で
、
半
田
の
指
摘
以
上
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
半
田
も
注
目
し
た
天
保
期
の
会
津
塗
の
流
通
を
み
て
お
き
た
い

（
（1
（

。
半

田
は
、
と
く
に
荷
主
側
で
あ
る
会
津
若
松
の
江
戸
出
し
塗
商
人
株
仲
間
と
、
江
戸
十

組
問
屋
株
仲
間
の
二
番
組
塗
物
問
屋
の
間
で
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
起
き
た
争

論
を
と
り
あ
げ
、
会
津
商
人
に
よ
る
江
戸
問
屋
の
漆
器
流
通
独
占
を
打
破
す
る
運
動

と
そ
の
限
界
、
妥
協
と
評
価
し
た
。
ま
た
、
松
田
暁
子
は
こ
の
一
件
後
の
天
保
一
二

（
一
八
四
一
）
年
の
史
料
よ
り
、
会
津
藩
の
国
産
品
政
策
を
検
討
し
て
い
る

（
（1
（

。
以
下
、

後
者
の
史
料
か
ら
、
藩
専
売
の
販
売
が
停
滞
す
る
中
で
再
検
討
さ
れ
た
問
屋
以
外
の

者
（「
外
店
」）
へ
の
残
荷
の
販
売
、
お
よ
び
問
題
視
さ
れ
た
抜
荷
と
粗
悪
品
の
流

通
の
実
態
に
注
目
し
た
い
。

ま
ず
、
問
屋
以
外
の
商
人
に
つ
い
て
は
、
天
保
一
二
年
三
月
一
一
日
付
の
文
書
で

江
戸
勘
定
頭
が
見
解
を
述
べ
て
い
る

（
（1
（

。
江
戸
勘
定
頭
は
、
商
人
に
外
店
へ
の
販
売
捌

の
利
潤
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
御
府
内
ニ
而
者

問
屋
共
店
前
小
売
致
、
外
店
与

申
候
而

も
軒
数
者
有
之
様
ニ
候
得
共
、
荷
卸
可
相
成
程
之
店
ハ
漸
両
・
三
軒
も
可
在
之
歟
ニ

候
処
、
問
屋
与
違
ひ
取
引
も
致
悪
ク
、
尤
延
代
敷
金
等
ニ
相
成
候
発
も
有
之
、
且
ツ

外
店
江

直
捌
致
候
て
、
捌
高
増
直
上
ケ
等
ニ
て
可
罷
成
須
ク
無
御
座
、
反
而

抜
荷
持

込
候
伝
手
抔
ニ
相
成
間
敷
儀
ニ
無
之
形
り
申
出
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
外
店
」

に
つ
い
て
、
会
津
若
松
の
商
人
司
梁
田
仙
右
衛
門
は
江
戸
の
塗
物
問
屋
二
六
軒
に
対

し
て
「
外
店
与
唱
候
分
ハ
大
凡
五
六
百
軒
有
之
由
」
と
し
て
い
る

（
（1
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、

①
江
戸
で
は
問
屋
自
身
が
「
店
先
小
売
」
を
し
て
い
る
こ
と
、
②
問
屋
以
外
の
店

（「
外
店
」）
は
お
よ
そ
五
・
六
〇
〇
軒
あ
る
も
の
の
、
卸
売
が
可
能
で
商
売
の
相

手
に
な
り
う
る
店
は
二
・
三
軒
で
、
か
え
っ
て
支
払
い
が
滞
る
よ
う
な
店
が
多
く
、

か
つ
抜
荷
の
取
引
先
に
も
な
る
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
問
屋
を
通
さ
な
い
流
通
に
つ
い
て
、
藩
側
が
記
し
た
伝
聞
が
注
目
さ

れ
る

（
（1
（

。
近
年
流
行
し
た
駿
河
塗
は
値
段
が
下
落
し
た
た
め
、
古
道
具
屋
な
ど
に
売
っ

た
と
こ
ろ
、「
出
店
」
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
で
は
「
出
店
」
に

出
て
い
る
商
品
は
贈
答
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
食
（「
寄
合
」）
で
も
一
切
用
い

な
い
慣
習
が
あ
る
た
め
、「
下
品
」と
し
て
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
い
る（「
当

地
之
振
合
、
出
店
へ
持
参
候
品
ハ
賤
之
贈
答
ハ
勿
論
、
諸
寄
合
之
席
ニ
も
一
切
不
相

用
由
ニ
而
、
右
以
来
ハ
益
駿
河
塗
ニ
而

下
品
之
唱
ニ
相
成
、
次
第
ニ
不
向
ニ
相
成
候

由
相
聞
」）。
つ
ま
り
、
問
屋
を
通
し
て
の
販
売
が
江
戸
で
の
商
品
の
信
用
を
担
保

し
、
ま
た
そ
の
一
方
で
「
出
店
」
な
ど
で
安
価
に
取
引
さ
れ
る
商
品
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。「
出
店
」は
、
お
そ
ら
く
前
出
の
五
・
六
〇
〇
軒
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
抜
荷
は
、
会
津
塗
の
値
崩
れ
を
招
く
粗
悪
品
の
流
通
と
し
て
も
問
題
視
さ

れ
た
。
天
保
一
二
年
三
月
一
一
日
付
の
藩
の
調
査
書
「
御
国
産
捌
一
条
ニ
付
吟
味

書
」
に
よ
れ
ば
、
水
戸
か
ら
積
み
出
し
た
「
田
舎
出
塗
物
」
が
、
途
中
で
行
方
不
明

と
な
っ
て
江
戸
に
持
ち
込
ま
れ
た
り
、
荷
受
先
の
他
国
の
商
人
が
江
戸
近
く
で
荷
物

を
隠
し
置
い
て
か
ら
持
ち
込
む
な
ど
し
て
、
江
戸
に
流
通
し
て
い
た

（
（2
（

。
こ
の
「
田

舎
」
向
け
の
商
品
は
、
江
戸
向
き
の
商
品
よ
り
も
「
手
抜
之
品
」
で
、
塗
り
に
「
似

タ
リ
粉
」
を
使
っ
て
い
る
た
め
、
新
品
の
う
ち
は
よ
く
見
え
て
も
、
一
度
使
う
と
光

沢
が
消
え
て
黒
く
な
る
か
ら
、「
堅
固
淳（
純
）直
」
と
言
わ
れ
て
い
た
「
御
国
産
」

の
品
が
「
麁
物
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

粗
悪
品
も
、
先
の
問
屋
以
外
の
店
で
販
売
さ
れ
、
流
通
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
粗
悪
品
の
扱
い
は
、
問
屋
も
実
は
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
株
仲
間
再
興

時
に
お
け
る
江
戸
の
塗
物
問
屋
仲
間
の
規
定
書
で
は
、
組
外
で
の
引
受
や
、「
組
外

之
者
へ
名
前
貸
遣
シ
仕
入
爲
致
候
歟
、
又
ハ
取
次
等
致
シ
遣
し
候
儀
」
を
堅
く
禁
じ

て
お
り
、
さ
ら
に
以
下
の
一
条
が
設
け
ら
れ
て
い
る

（
（2
（

。

一　

当
地
組
合
之
内
ニ
而

塗
物
仕
入
方
、
縦
令
代
呂
物
手
抜
ニ
相
成
候
而

も
下
直

ニ
仕
入
致
度
仁
有
之
由
、
尤
田
舎
商
内
又
ハ
卸
売
等
専
ニ
被
致
候
得
者
、
其
筈

之
事
ニ
候
得
共
、
諸
国
ゟ
出
候
下
物
定
品
等
ニ
直
段
之
高
下
有
之
候
而
ハ
仲
間

内
之
不
取
締
ニ
相
成
、
第
一
品
ヲ
劣
ら
せ
候
儀
ハ
被
仰
渡
候
御
触
之
廉
ニ
も
相

背
恐
入
候
事
ニ
候
、
尚
亦
荷
主
方
ニ
而
も
右
様
之
義
申
入
候
と
も
一
切
請
引
被
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致
間
敷
候
、
併
押
而

被
申
候
得
ハ
不
正
之
義
与

承
知
乍
致
、
売
人
買
人
之
差
別

も
有
之
、
断
も
難
申
、
不
得
止
事
抔
ト
自
分
ニ
而
道
理
を
附
、
内
々
ニ
而
請
込
荷

物
差
送
リ
、
後
日
相
知
れ
候
ニ
お
ゐ
て
ハ
組
合
者
仲
間
ヲ
相
除
キ
、
荷
主
ハ
一

同
取
引
相
止
メ
可
申
候
、
此
段
双
方
一
統
堅
相
守
可
申
候
事

こ
こ
で
は
「
手
抜
」
の
製
品
で
あ
っ
て
も
「
下
直
」
で
仕
入
れ
る
こ
と
を
望
む
問
屋

や
荷
主
と
の
関
係
で
取
り
扱
う
問
屋
が
お
り
、
諸
問
屋
再
興
令
の
趣
旨
に
背
く
と
と

も
に

（
（2
（

、
下
り
物
の
値
段
が
不
統
一
に
な
る
と
の
理
由
で
こ
れ
を
仲
間
で
は
禁
じ
て
い

る
。「
手
抜
」
の
製
品
は
具
体
的
に
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
地

域
販
売
用
の
粗
悪
品
が
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。
実
際
に
は
、
問
屋
も
粗
悪
品
を

扱
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
株
仲
間
解
散
令
以
前
に
お
い
て
は
、
問
屋
を
商
品
の
信
用
の
担
保

と
す
る
贈
答
用
や
会
食
用
の
上
級
品
と
、
値
崩
れ
し
た
商
品
お
よ
び
工
程
を
省
略
し

た
安
価
な
地
方
向
け
の
商
品
が
江
戸
で
流
通
し
て
い
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
「
出

店
」
な
ど
五
、
六
〇
〇
軒
に
も
の
ぼ
る
問
屋
以
外
の
店
（「
外
店
」）
で
庶
民
に
向

け
て
販
売
さ
れ
、
ま
た
問
屋
自
身
が
扱
う
場
合
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
問
屋
以

外
の
商
人
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
『
江
戸
買
物
独
案
内
』（
文
政

七
〈
一
八
二
四
〉
年
刊
）
に
み
ら
れ
る
「
万
塗
物
所
」
や
「
萬
塗
物
小
箱
所
」
が
そ

う
し
た
商
人
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
巨
大
都
市
江
戸
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
漆
器
が
流
通
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
江
戸
遺
跡
の
調
査
で
検
出
さ
れ
る
多
様
な
漆
器
も
、
ま
さ
に
こ
う

し
た
漆
器
の
大
衆
化
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二　

江
戸
・
東
京
の
塗
物
問
屋　

　
　
　
　
　
　
　

―
会
津
屋
徳
兵
衛
を
素
材
と
し
て
―
会
津
屋
の
概
要

1 

会
津
屋
の
概
要

で
は
、
江
戸
住
の
塗
物
問
屋
の
例
と
し
て
、
会
津
屋
（
杉
田
）
徳
兵
衛
を
検
討
し

よ
う
。
会
津
屋
は
、
日
本
橋
青
物
町
の
有
力
な
塗
物
問
屋
で
、
前
章
の
会
津
塗
物
の

出
入
一
件
で
は
、
年
交
代
で
あ
っ
た
塗
物
問
屋
仲
間
の
行
事
と
し
て
登
場
す
る
。
同

家
の
伝
承

（
（2
（

で
は
、
初
代
が
三
河
国
碧
海
郡
六
ツ
美
村
（
現
愛
知
県
岡
崎
市
）
よ
り
享

保
二
（
一
七
一
七
）
年
に
江
戸
に
出
て
、
漆
器
問
屋
「
会
津
屋
」
に
奉
公
し
、
や
が

て
商
い
を
継
い
だ
と
い
う
。
当
主
で
あ
っ
た
杉
田
倍
三
氏
の
調
査
メ
モ

（
（2
（

に
よ
れ
ば
、

初
代
兄
の
没
年
が
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
、
二
代
目
の
没
年
が
天
保
一
二

（
一
八
四
一
）
年
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
の
進
出
時
期
は
符
合
し
よ
う
。

ま
た
、
伝
承
に
よ
れ
ば
、
横
浜
開
港
後
は
、
四
代
目
徳
兵
衛
が
明
治
一
〇
年
に「
松

栄
館
」
と
い
う
名
で
出
店
し
た
が
、「
漆
器
の
貿
易
で
英
国
人
に
騙
さ
れ
、
現
在
の
金

額
に
換
算
し
て
約
一
〇
億
円
の
損
害
を
被
り
、「
松
栄
館
」
は
撤
退
」
し
、
こ
の
負
債

を
五
代
目
徳
兵
衛
が
完
済
し
た
の
ち
、「
明
治
四
四
年
ご
ろ
、
日
本
橋
の
店
舗
を
売
却

し
、
一
時
期
台
東
区
へ
移
動
し
た
の
ち
、
現
在
の
地
で
あ
る
、
文
京
区
小
石
川
（
旧
：

餌
差
町
）
へ
移
」
り
、
現
在
の
有
限
会
社
會
津
屋
漆
器
店
に
至
っ
た
と
い
う

（
（2
（

。

次
頁
の
表
3
に
は
、
明
治
一
九
年
一
二
月
に
認
可
さ
れ
、
設
立
さ
れ
た
東
京
漆
器

問
屋
組
合
の
組
合
員
を
示
し
た
。
こ
の
と
き
の
組
合
結
成
申
請
で
は
、
会
津
屋
が
桜

井
伊
助
（
黒
江
屋
の
店
主
）
と
と
も
に
総
代
を
つ
と
め
て
い
る

（
（2
（

。
同
組
合
は
、
明
治

二
二
年
に
東
京
府
の
調
査
に
対
し
て
江
戸
の
塗
物
問
屋
の
業
態
を
回
答
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
江
戸
塗
物
問
屋
仲
間
の
後
裔
と
考
え
ら
れ
る

（
（2
（

。
組
合
員
の
人
数
は
二
四
人

で
、近
世
の
塗
物
問
屋
仲
間
の
二
六
名
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、文
政
七（
一
八
二
五
）

年
以
来
の
者
は
五
名
、
こ
れ
に
幕
末
に
加
わ
っ
た
者
が
二
名
で
、
三
分
の
二
以
上
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
一
定
額
以
上
の
納
税
者
を
収
め
た
明

治
二
五
年
以
降
の
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
な
ど

（
（2
（

で
も
、
掲
載
さ
れ
続
け
る
者
は

半
数
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
会
津
屋
は
、
一
貫
し
て
登
場
す
る
重
要

な
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
半
田
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
た
京
都
が
本
店
の
黒
江

屋
と
は
、
仕
入
・
販
売
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

以
下
、
同
家
の
文
書
よ
り
、
江
戸
・
東
京
の
塗
物
問
屋
を
検
討
し
た
い
。

2

資
産

会
津
屋
の
総
資
産
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
に
は
塗
物
問
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★＝漆器問屋　無印＝漆器商　□＝所得税（円），△＝営業税（円），以下同じ），⑧同前第三版（商工社，1908 年）。

①文政７（1824）年 ②嘉永 7 ～明治元（1854 ～ 1868）年 ③ 明治 2
（1869）年　

④明治 19
（1886）年 12 月　 東京漆器問屋組合 ⑤明治 25

（1892）年
⑥明治 27

（1894）年
⑦明治 31
（1898）年

⑧明治40
（1908）年

1 〇 黒江屋太兵衛 通一丁目伝左衛門地
借（京住） 〇 柏原孫左衛門

（店主 櫻井伊助）
日本橋区通一丁目
18 番地 〇 〇

△ 236.000 
□   4.180　
黒江屋

2 〇 会津屋徳兵衛 青物町清助地借 〇 椙田徳兵衛 日本橋区青物町
３番地

〇杉田
邦太郎

〇杉田
邦太郎

△ 28.200 
□  3.500 ★

△ 48.500
□   6.120

3 〇木村屋喜三郎 木村屋平右衛門
本材木町一丁目長兵衛
地借（紀州住）
※嘉永６年１２月１５日，
平右衛門と改名

〇 木村平右衛門
（店主 硲文七）

日本橋区本材木町
一丁目 1 番地 〇 〇

△ 87.000
 □ 3.000　
蝋燭兼

4 近江屋藤右衛門 通二丁目平兵衛地借 〇 小林藤右衛門 日本橋区通弐丁目
18 番地 〇 〇

△ 97.150 
□ 114.450　
近江屋 ★

△ 116.000 
□ 199.870　
近江屋

5 〇 木屋九兵衛 室町二丁目家持 〇 林九兵衛 日本橋区室町
弐丁目 12 番地 〇 〇

△ 118.280
□   47.130　
兼小間物
名木指物新
製美術品類
木屋本店 ★

△ 144.000 
□  79.240　
漆器蒔絵
貴金属彫刻
木屋本店

6 永田勘助 日本橋区橘町
三丁目 1 番地

7 加藤安五郎 京橋区南伝馬町
二丁目8 番地 〇 〇 △ 22.830　

□   3.270
△ 31.000
□   4.120　
松本屋

8 山本源助 芝区宮本町 8 番地
（同じ住所で
星野銀次郎
△ 10.400 
□ －）

9 遠山貞吉
（遠山サダ後見人）

日本橋区北新堀町
3 番地

10

三沢屋辰蔵（文久
元年１０月８日横山町
二丁目会津屋惣右衛
門より譲り）

長谷川町辰五郎地借 〇 近藤辰蔵 日本橋区長谷川町
20 番地 〇

△ 16.500 
□  5.100　
三沢屋 漆商

11 小笹平三郎 日本橋区本銀町
二丁目9 番地

12 穂阪平兵衛 神田区通新石町
20 番地

〇穂島（ﾏﾏ）
平兵衛
会津屋

〇 △11.660 
□－

13 内田久蔵 日本橋区馬喰町
四丁目 12 番地 〇駿河屋 〇 △ 20.070

□   3.000

14 為永喜市郎 日本橋区新材木町
18 番地 〇 〇為永

喜一郎
△ 21.725 
□  3.500

15 （〇三河屋仁兵衛）
（村松町） 〇 村松町家持 〇 島村弥吉 日本橋区村松町

31 番地 〇三河屋　 〇

16 田宮清三郎 深川区佐賀町
二丁目 5 番地 〇 〇京橋区

富島町一

17 牧田富次郎 日本橋区小網町
三丁目 24 番地

18 菱谷市次郎 日本橋区小網町
四丁目３番地 〇菱屋 〇 △ 39.000 

□ 10.980

19 村上宗兵衛 日本橋区
元四日市町４番地 〇三州屋 〇駿河屋

△ 176.800 
□    7.160
兼木細工物
商 三州屋

△ 20.500 
□   3.330　
村上コト

（元四日市 2）

20
戸塚幸兵衛

（店主小澤元次
郎）

日本橋区本石町
二丁目９番地 〇静岡屋 〇

△ 31.600
□ 15.600　
しづおかや★

△ 26.100
□ 23.200

21 小澤豊太郎 京橋区常盤町 2 番地

22 古川次郎兵衛 本所相生町壱丁目
12 番地 〇日光屋 〇

△ 10.370
□   5.360　
日光堂

△ 12.010 
□　8.270

23 秋山直七 日本橋区横山町
壱丁目 16 番地

〇柏屋
秋山直治郎 〇

24 高岡清兵衛 日本橋区通油町
1 番地

表3 明治19（1886）年12月　東京漆器問屋組合員の出自とその後
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屋
八
名
と
共
同
で
一
九
八
両
（
う
ち
二
〇
両
を
出
費
）、
嘉
永
七
年
に
は
単
独
で

五
〇
両
の
上
納
金
を
幕
府
に
納
め
て
い
る

（
（2
（

。
ま
た
、
明
治
元
年
一
二
月
に
は
、
元
町

年
寄
館
久
兵
衛
よ
り
、「
調
達
金
千
両
并
二
百
両
」
の
返
金
の
延
長
が
申
し
渡
さ
れ

て
い
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
返
金
の
延
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
慶

応
元
（
一
八
六
五
）
年
五
月
に
幕
府
が
江
戸
町
人
に
命
じ
た
第
二
次
長
州
出
兵
に
か

か
わ
る
一
〇
年
賦
の
御
用
金
で
あ
ろ
う

（
（3
（

。
明
治
三
一
年
の
営
業
税
は
四
八
円
二
〇

銭
、
所
得
税
が
三
円
五
〇
銭
、
明
治
四
〇
年
の
営
業
税
は
四
八
円
五
〇
銭
・
所
得
税

が
六
円
一
二
銭
で
あ
っ
た
（
前
掲
表
3
）

（
（3
（

。
ま
と
ま
っ
た
経
営
史
料
は
残
存
し
て
い

な
い
た
め
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
資
産
の
概
要
を
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
不
動
産
に
つ
い
て
は
、嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
作
成
の
「
諸
問
屋
名
前
帳
」

で
居
所
が
「
青
物
町
清
助
地
借
」（
文
久
四
〈
一
八
六
四
〉
年
以
降
、
五
人
組
持
店

地
借
）
と
あ
る
よ
う
に
、
青
物
町
の
店
舗
は
借
地
で
あ
っ
た
。
居
所
は
、
文
化
六

（
一
八
〇
九
）
年
の
「
檜
垣
廻
船
積
仲
間
」
よ
り
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
刊
『
諸

問
屋
名
鑑
』
ま
で
坂
本
町
二
丁
目
も
し
く
は
一
丁
目
で
、文
政
二
年
の
「
十
組
株
帳
」

か
ら
青
物
町
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

（
（3
（

、
文
政
二
年
ご
ろ
に
青
物
町
に
転
居
し
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
明
治
六
年
の
「
六
大
区
沽
券
地
図
」（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）

で
も
地
主
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
明
治
九
年
刊
『
東
京
各
区
地
主
名
鑑
』
で
は
、

一
〇
番
地
で
「
居
付
地
主
椙
田
邦
太
郎
」、
明
治
一
一
年
刊
『
東
京
地
主
案
内
』
で

も
一
〇
番
地
九
三
坪
の
地
主
が
「
椙
田
国
太
郎
」
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
八
年
一
〇

月
の
年
記
が
あ
る
、
東
京
府
か
ら
の
土
地
の
寸
法
・
面
積
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る

回
答
の
控
「（
青
物
町
所
持
地
面
引
合
絵
図
）

（
（3
（

」
で
は
、
所
持
者
が
「
椙
田
邦
太
郎
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
六
～
八
年
の
間
に
店
舗
の
あ
っ
た
青
物
町
に
町
屋

敷
を
取
得
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
土
地
は
、
明
治
一
二
年
四
月
に
作
成
さ
れ
た

一
〇
〇
〇
円
の
借
用
証
文
の
下
書
で
は
、「
沽
券
九
百
四
拾
五
円
九
十
四
銭
五
厘
」

と
い
う
評
価
額
で
あ
っ
た

（
（3
（

。

店
舗
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
幕
末
の
作
成
と
推
測
さ
れ
る
奉
公
人
の
役
割
分

担
を
定
め
た
「
役
割
之
控
（
附
規
定
書
）」（
本
稿
末
付
表

（
（3
（

）
の
段
階
で
は
、
奥
土
蔵
・

三
間
半

二
間
半

三
間

四
間

三 間

四 間
四 間

弐 間

瓦
葺
二
階
家

拾
四
坪

二
階
家

十
坪

杮
葺

杮
葺
平
家

六
坪

拾
弐
坪

土
蔵

図３　会津屋徳兵衛の青物町店舗図（明治 12＜1879＞年　7-14-10-9 より作成）図３　会津屋徳兵衛の青物町店舗図
（明治 12〈1879〉年 7-14-10-9 より作成）

内
土
蔵
と
河
岸
土
蔵
の
三
棟
の
土
蔵
が
あ
っ
た
。
明
治
一
二
年
四
月
に
作
成
さ
れ
た

七
〇
〇
円
の
借
用
証
の
写

（
（3
（

で
は
、
建
物
を
抵
当
と
し
て
お
り
、
付
さ
れ
た
図
（
図

3
）
か
ら
、
表
に
面
し
て
瓦
を
葺
き
、
奥
側
は
杮
葺
で
一
部
を
平
屋
と
す
る
間
口
四

間
・
三
〇
坪
の
二
階
屋
の
店
舗
一
棟
を
土
地
の
間
口
四
間
四
夕
に
い
っ
ぱ
い
に
建
て
、

さ
ら
に
奥
に
一
二
坪
の
土
蔵
一
棟
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
横
浜
の
店
舗
は
、
他
の
江
戸
塗
物
問
屋
九
人
と
と
も
に
、
横
浜
町
五
丁
目

の
大
通
に
面
し
た
所
に
出
店
し
た
が
、こ
れ
は
江
戸
塗
物
問
屋
の
拝
借
地
で
あ
っ
た

（
（3
（

。

明
治
一
二
年
五
月
に
は
、
横
浜
本
町
一
丁
目
一
二
番
地
一
八
番
寄
留
で
、
万
代
町
一

丁
目
二
番
地
官
地
拝
借
地
の
土
蔵
一
カ
所
（
梁
間
二
間
半
・
桁
行
六
間
）
を
金

一
〇
〇
〇
円
の
借
金
の
抵
当
と
し
て
お
り

（
（3
（

、
移
転
か
も
し
く
は
ほ
か
に
も
拝
借
地
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、『
東
京
地
主
細
覧　

二
』（
明
治
六
年
一
一
月
刊　

国
立
国
会
図
書
館

蔵
）
に
よ
れ
ば
、
第
一
大
区
十
一
小
区
神
田
鍋
町
の
一
二
番
地
の
所
持
者
が
「
六
小

区
青
物
町
十
五
―
住
」（
原
文
マ
マ
）
と
な
っ
て
お
り
、
店
舗
と
は
別
に
、
町
屋
敷

一
筆
の
所
持
が
確
認
で
き
る
。
会
津
屋
文
書
に
は
、
時
期
不
詳
で
は
あ
る
が
近
世
期

の
同
町
の
町
屋
敷
絵
図
が
あ
り
、
近
世
段
階
か
ら
所
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
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絵
図
（
図
4
）
に
よ
れ
ば
、
間
口
五
間
一
尺
六
分
・
奥
行
二
〇
間
八
寸
の
角
屋
敷
で
、

借
家
は
地
借
七
軒
の
総
地
借
で
あ
っ
た

（
（3
（

。会
津
屋
は
近
世
期
か
ら
同
屋
敷
に
お
い
て
、

町
屋
敷
経
営
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に

か
け
て
の
「
水
谷
町
家
作
店
賃
取
立
」
の
書
上
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る

（
（4
（

。

ま
た
、
場
末
に
は
、「
預
り
人
庄
次
郎
」
に
貸
し
て
い
る
「
市
ヶ
谷
床
」
の
「
建

家
壱
カ
所　

間
口
三
間
半　

奥
行
四
間　

但
し
奥
建
具
造
作　

庭
木
石
一
式
」
を
担

保
に
金
七
〇
両
を
借
用
し
て
お
り
、
市
ヶ
谷
に
床
店
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
判
明

す
る

（
（4
（

。
さ
ら
に
、
本
石
町
十
軒
店
の
雛
市
に
お
い
て
、
仮
設
店
舗
で
あ
る
出
小
屋
の
権
利

を
所
持
し
て
い
た

（
（4
（

。
た
だ
し
、
背
景
は
不
明
だ
が
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
に
、

こ
の
出
小
屋
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
、
本
石
町
十
軒
店
の
月
行
事
が
、
会
津
屋
か
ら

間
口
九
尺
・
奥
行
一
間
の
出
小
屋
一
ヶ
所
の
権
利
を
金
七
両
で
買
い
取
り
、
以
後
は

町
に
毎
年
金
一
両
二
分
に
払
い
、
町
が
設
置
す
る
出
小
屋
を
借
り
る
形
と
な
っ
て
い

る
（
（4
（

。
雛
人
形
の
道
具
に
は
漆
器
も
含
ま
れ
て
お
り
、
取
引
関
係
か
ら
入
手
に
至
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
塗
物
問
屋
を
兼
ね
る
雛
人
形
問
屋
も
存
在
し
た
が
、
こ
の
出
小
屋

を
実
際
に
会
津
屋
が
使
用
し
た
か
、
別
の
者
に
貸
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

3

塗
物
以
外
の
商
売

会
津
屋
の
経
営
は
、
漆
物
問
屋
が
本
業
で
あ
る
が
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
三

月
に
本
銀
町
一
丁
目
家
持
の
大
黒
屋
平
兵
衛
よ
り
暦
問
屋
株
を
取
得
し
、
近
代
に

入
っ
て
も
暦
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
九
～
一
〇
年
に
か
け
て
「
写
真
暦
」
や

「
勢
州
暦
」
な
ど
の
代
金
計
三
九
二
両
を
、
旧
暦
師
た
ち
が
結
成
し
た
頒
暦
商
社
に

支
払
っ
て
お
り
、
同
年
に
頒
布
さ
れ
た
「
太
陽
略
歴
」
の
奥
付
で
「
東
京　

弘
暦
者　

椙
田
徳
兵
衛
」
が
確
認
で
き
る

（
（4
（

。
会
津
屋
が
い
つ
ま
で
頒
暦
に
か
か
わ
っ
た
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
明
治
十
六
年
暦
か
ら
伊
勢
神
宮
司
庁
か
ら
官
暦
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
当
初
は
旧
頒
暦
商
社
員
で
結
成
し
た
林
組
に
製
造
を
依
頼
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
神
宮
司
庁
独
自
で
製
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
遅
く
と
も
こ
う
し
た
変

更
ま
で
に
は
頒
布
を
や
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
三
月
に
は
、
美
濃
の
竹
皮
の
荷
物
の
仕
切
り

代
金
の
支
払
い
が
滞
っ
た
こ
と

（
（4
（

や
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
一
一
月
に
は
金

二
〇
〇
両
を
支
払
っ
て
彦
根
藩
の
畳
表
（「
積
下
リ
罷
有
之
青
表
」）
の
江
戸
の
蔵

元
を
伊
勢
屋
嘉
七
と
と
も
に
つ
と
め
た
こ
と

（
（4
（

が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
明
治
一
五
年

に
は
、
調
整
元
の
玉
造
亀
之
助
が
自
宅
で
製
造
し
た
化
粧
品
六
品
（
日
に
や
け
ぬ

水
・
つ
や
の
水
・
ホ
ワ
イ
ト
香
・
し
の
の
め
・
華
の
か
を
り
・
歌
舞
喜
白
粉
）
を
会

津
屋
が
発
売
元
と
し
て
販
売
す
る
契
約
を
結
び
、
明
治
二
五
年
に
解
約
し
て
い
る

（
（4
（

。

こ
の
よ
う
に
、
塗
物
以
外
の
商
品
を
扱
う
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。

こ
う
し
た
商
売
の
ほ
か
、
会
津
屋
は
金
融
活
動
を
行
っ
た
。
関
係
が
形
成
さ
れ
た

経
緯
は
不
明
だ
が
、
幕
末
に
尾
張
藩
の
京
都
為
替
方
を
務
め
て
い
た
（「
御
館
様
御

用
途
京
都
御
為
替
方
椙
田
英
太
郎
殿
」）

（
（4
（

。
こ
れ
は
名
目
金
の
運
用
で
あ
る
。
尾
張

藩
は
、
領
分
の
商
人
や
京
都
商
人
ら
の
取
引
手
形
の
決
済
を
行
う
為
替
取
組
機
関
で

あ
る
京
都
御
用
所
を
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
頃
に
設
置
し
、
当
初
は
為
替
の
決
済

図 4　会津屋の南鍋町抱屋敷図（近世　6-18 より作成）
通 鍋 町

横
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図 4　会津屋の通鍋町抱屋敷図
（年不詳　6–18 より作成）
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年月 借用者 借用金（金） 出典

1 安政5（1858）年10月 尾張町弐丁目裏河岸吉兵衛地借嘉兵衛
ほか 2 名 500両 5-11

2 文久2（1862）年12月 深川木場町徳太郎地借治右衛門ほか 2 名 40両 6-11

3 慶応2（1866）年11月 源助町勘七地借常吉ほか2名 40両 5-7，6-1

4 慶応3年6月 二葉町亦七地借弥助ほか2名 25両 6-6，6-9

5 慶応3年7月 元大工町藤右衛門地借吉左衛門ほか2名 40両 6-8，6-28

6 慶応3年8月 小石川伝通院前表町茂兵衛地借八五郎
ほか2名 40両 6-13

7 慶応3年12月 北嶋町和吉地借弥三郎ほか2名 30両 6-17

8 明治元（1868）年10月 麹町五丁目喜右衛門地借吉三郎 50両 6-15，6-16

① 文久元年4月 織田摂津守（大和国芝村藩主）領分大和国
式上郡江包村庄屋甚次郎ほか5名 300両 5-12，6-10

② 慶応3年10月 藤方信橘（600 石）知行所武州崎玉郡新
井村名主祐蔵ほか（八ヶ村） 100両 6-24，6-27

③ 慶応4年3月 五嶋銑之丞（交代寄合　3000石）領分肥
前国松浦郡田尾村名主磯右衛門ほか2名 300両 6-19

④ ―
（地頭大井栄之丞（700石か）公務入用ニ付
私共4ヶ村引請金275両預り）（上総国長柄
郡針谷村ほか）

275両 6-4

表 4　会津屋文書にみる尾張藩京都為替方の貸付金
が
目
的
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
や
が
て
為
替
御
用
金
を
名
目
に
し
た
貸
付
に
主
眼
を

置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
よ
り
上
方
へ
送
る
産
物
代
も
、
江
戸
の
屋
敷
に
お
い
て

為
替
取
組
の
名
目
で
貸
付
を
行
っ
た
。
こ
の
名
目
金
の
特
徴
は
、
藩
の
直
接
の
貸
し

付
け
で
は
な
く
、
御
用
所
と
借
用
主
の
相
対
貸
付
に
あ
っ
た
。
御
用
所
を
運
営
す
る

商
人
や
資
本
参
加
し
た
立
入
人
が
、
名
目
料
と
し
て
貸
付
額
か
ら
一
定
の
割
合
を
藩

に
上
納
し
、
損
失
が
生
じ
た
場
合
は
彼
ら
が
負
担
し
た
と
い
う

（
（4
（

。
会
津
屋
は
江
戸
の

役
所
の
運
営
に
か
か
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
関
連
す
る
文
書
は
い
ず
れ
も
幕
末
の

二
五
点
で
、
う
ち
一
八
点
一
二
件
は
返
済
が
済
ん
で
効
力
を
抹
消
さ
れ
た
借
用
証
文

で
あ
っ
た
（「
奉
預
り
御
金
手
形
之
事
」ほ
か　

表
4
）。
一
二
件
の
う
ち
八
件
は

「
家
業
要
用
ニ
付
」
と
い
っ
た
理
由
に
よ
る
江
戸
市
中
の
商
人
の
借
用
で
、
大
半
は

金
五
〇
両
以
下
で
あ
る
（
1
～
8
）。
残
る
四
件
（
①
～
④
）
は
、「
織
田
摂
津
守

公
務
入
用
金
」「
地
頭
藤
方
倍
橘
公
務
入
用
」
と
い
っ
た
大
名
・
旗
本
の
た
め
の
借

財
を
知
行
地
の
名
主
が
願
い
出
て
い
る
も
の
で
、
借
用
高
も
高
額
で
あ
っ
た
。
②
は

村
の
郷
蔵
の
米
と
畑
年
貢
、
ほ
か
は
年
貢
米
を
担
保
と
し
て
い
る

（
（5
（

。

こ
の
ほ
か
、
万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
正
月
の
日
付
で
「
南
部
家
筋
」
と
し
て

「
深
川
御
貸
付
所
」
が
会
津
屋
に
「
金
三
百
九
拾
弐
両
」
を
「
無
利
息
十
ケ
年
賦
」

で
「
預
」
け
た
證
文
と
、「
元
紀
州
様
」
と
し
て
「
百
両
」
と
、天
保
一
二
（
一
八
四
一
）

年
八
月
よ
り
翌
年
一
二
月
ま
で
の
月
五
四
両
の
「
利
息
滞
り　

金
参
百
弐
拾
七
両
に

歩
・
銀
六
匁
」
を
合
わ
せ
た
「
金
四
百
二
拾
七
両
弐
歩
ト
銀
六
匁
」
を
申
告
し
た

「
天
保
十
三
寅
年
八
月
證
文
」
の
写
が
遺
さ
れ
て
い
る

（
（5
（

。
両
者
は
と
も
に
一
紙
に
写

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
津
屋
が
借
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
も
南
部
家

（
盛
岡
藩
も
し
く
は
八
戸
藩
）、
紀
州
藩
の
名
目
金

（
（5
（

の
運
用
と
思
わ
れ
る
。

4

奉
公
人
　　

次
に
、
会
津
屋
の
経
営
を
支
え
た
奉
公
人
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
年

不
詳
な
が
ら
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
役
割
之
控
（
附
規
定
書
）」（
七
―
八
）

を
検
討
す
る
（
本
稿
末
付
表
）。
同
史
料
は
「
諸
役
改
革
」（
1
）、
す
な
わ
ち
奉
公

人
の
業
務
の
改
革
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ
た
史
料
と
推
測
さ
れ
る
。
新
七
が
万
延
元

（
一
八
六
〇
）
年
に
暇
を
取
っ
た
者
（
次
掲
表
5
―
2
）
と
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
以
前
の
作
成
と
な
ろ
う
。

ま
ず
付
表
―
16
「
下
働
」
は
氏
名
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
台
所
の
食
事
の
仕
度
や

外
の
掃
除
と
い
っ
た
職
務
か
ら
考
え
て
奥
の
奉
公
人
で
、
1
～
15
が
表
の
奉
公
人
と

考
え
ら
れ
る
。

計
一
五
名
の
付
表
の
奉
公
人
の
う
ち
10
～
15
は
「
諸
方
使
」
と
掃
除
な
ど
を
行
う

こ
と
か
ら
、
最
も
下
の
階
梯
で
あ
る
。
た
だ
し
、
10
は
河
岸
土
蔵
の
手
伝
い
で
売
場

に
か
か
わ
っ
た
り
（
6
）、店
の
二
階
・
三
階
の
片
付
け
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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奉公人
名

請状差出
年月日 出身 年齢ほか 請人ほか 種別 期間 給金 備考 出典 史料名

1 安兵衛 弘化3（1846）
年10月

請人：本両替町 
家主清八 
人主：行徳河原 
升屋文右衛門

6－48

入置申一札之事
（御店奉公安兵衛引
負金割済延引申訳無
之此度対談取極相
納につき）

2 新七 万延元（1860）
年3月

麹町十二町目
清兵衛店政五郎 6－44

引取申一札之事
（新七義御暇聞済被
下当人衣類等不残受
取につき）

3 三之助 慶応元（1865）
年5月

請人:浅草茅町弐
丁目
家主利兵衛 
人主：同所同町
家主源八
日蓮宗浅草橋場
妙高寺旦那

年季奉公
当丑五月

～
申五月

「年季中金壱両」
「年両度之御四
（仕）着世被下」

明治11年1月25日
に引取「雑品不
残」「金弐円七拾
五銭」お渡し 引
取人は神田淡路
町弐丁目松村国
蔵（6－57－2）

6－57－6
奉公人請状之事

（三之助給金年季中
金 1両につき）

4 角次郎 明治5（1872）
年 3 月1日

請人:
日本橋長浜町壱丁目
弐番地所
中村源八　
人主：
北鞘町八番地所 
中村福太郎
三田小山東光寺旦
那

年季奉公
当申三月

～
来巳三月

「年季中金壱歩」
「歳両度之仕着
施被下」

6－57－5
奉公人請状之事

（角次郎給金年季中
金 1両につき）

5 藤吉 明治9（1876）
年10月18日

「年来御店様御
厚情ヲ以」

請人：
第一大区
七小区中橋広小路
町十一番地 
比留間彦右衛門 
人主：
同大区同小区
同町四番地
比留間清次郎

召仕 横浜店 6－57－7
奉公人請証之事

（藤吉横浜御店
ニ而召仕につき）

6 石川
由之助

明治11（1878）
年7月13日

神奈川県管下相
模国高座郡藤沢
大久保町拾壱番
地平民石川専助
長男

慶応2
寅年

2月3日生

第一大区拾壱小区
神田柳町壱番地 
登村留次郎

漆器渡世
修行雇人

夏冬両度御仕
着被下約定 6－57－3

雇人請状之事
（神奈川県藤沢大久
保町石川由之助貴殿
方へ漆器渡世修行
につき）

7 高畑
酉助

明治11（1878）
年10月

福島県下岩代国
第十一大区会津
郡若松融通寺町
八十三番地士族
高畑申兵衛倅
長男

18年
第壱大区六小区
上槙町十番地 
山口庄三郎 

漆器渡世
修行雇人

夏冬両度御仕
着被下約定 6－57－4

雇人受状之事
（福島県若松融通寺
町高畑酉助貴殿方
へ漆器渡世修業に
つき）

8 飯田
嘉太郎

明治12（1879）
年6月10日

千葉県下安房国
安房郡川名村五
番地飯田新兵衛
三男

赤坂区榎坂町
二番地所 
吉田儀平

漆器渡世
修行雇人

12年6月
～

夏冬両度御仕
着被下約定 6－57－1

雇人請状之事
（千葉県川名村飯田
嘉太郎貴殿方へ漆
器渡世修行につき）

9 吉次郎
（明治16

＜1883＞
年6月）

日本橋区浜町三
町目壱番地木納
吉右衛門の倅

雇人
再び雇用の願
吉右衛門は椙田
家に借金あり

6－56－3 差入申証書
（金 15円）

9' ひさ 明治14（1881）
年5月

日本橋区浜町三
町目壱番地木納
吉右衛門の娘

※保証人 
日本橋区蛎殻町
壱町目三番地 
長浜峯治郎

雇人
雇用継続の礼（明
治16年12月）吉右
衛門は椙田家に
借金あり

6－54－4
証

（前書合金 40円借用
につき）

① 久保
まさ

明治10（1877）
年11月20日

千葉県管下安房
国長狭郡円場村
平民久保忠蔵
次女

21年
1ヶ月

東京府下第一大区
十小区南八町堀三
丁目六番地　
久保たま

（まさの「縁者」）

雇人
10年11月

～
11年3月

1カ年7円 5－8
雇人請状之事

（久保まさ給金 7円に
つき）

② 嶋津
ぶん

明治11（1878）
年4月26日

千葉県管下安房
国長狭郡円場村
平民嶋津新作
長女

19年
3ヶ月

東京府下第壱大区
十小区南八町堀三
丁目六番地 
船越章煕

雇人
11年4月

～
12年4月

1カ年6円 5－9
雇人請状之事

（島津ぶん給金 6円
につき）

表5　近世・近代の会津屋の奉公人
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そ
の
階
梯
の
最
上
級
の
者
で
あ
ろ
う
。

4
～
9
は
、「
売
場
」
に
か
か
わ
る
奉
公
人
で
、
8
・
9
は
買
い
手
が
決
ま
っ
た

商
品
の
梱
包
（
荷
物
作
り
方
）
な
ど
売
場
の
手
伝
い
、
4
・
5
の
売
場
支
配
と
6
・

7
の
売
場
が
実
際
の
販
売
に
か
か
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

1
～
3
は
「
帳
場
」
に
か
か
わ
る
者
で
、
4
・
5
の
売
場
支
配
の
者
も
交
代
で
職

務
を
分
担
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
帳
簿
の
計
算
（「
勘
定
」「
帳
合
」）
と
商
品
の
管

理
（
土
蔵
の
改
め
、
施
錠
の
確
認
な
ど
）、
店
内
や
出
入
の
規
律
の
維
持
（
奉
公
人

の
起
床
時
間
、
職
人
の
出
入
り
）
で
あ
っ
た
。

実
際
の
奉
公
人
の
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
表
5
に
主
に
奉

公
人
請
状
か
ら
近
世
～
近
代
の
奉
公
人
の
出
自
の
情
報
を
整
理
し
た
。
①
・
②
は
奥

の
奉
公
人
で
、
給
金
は
年
払
い
で
「
雇
人
」
と
い
う
呼
称
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
と

も
安
房
国
が
実
家
で
あ
り
、
請
人
は
異
な
る
も
の
の
、
下
女
の
供
給
源
の
一
つ
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
方
、
表
5
―
1
～
9
は
表
の
奉
公
人
で
、
年
に

二
回
の
「
仕
着
」
を
受
け
取
る
定
め
で
、「
年
季
奉
公
」
も
し
く
は
「
漆
器
渡
世
修

行
雇
人
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
5
は
横
浜
店
の
奉
公
人
で
あ
っ
た
。
士
族
な

が
ら
漆
器
生
産
地
の
会
津
若
松
の
者
も
お
り
（
7
）、
会
津
屋
と
関
係
す
る
可
能
性

の
あ
る
5
・
9
な
ど
、
実
家
が
漆
器
業
で
修
行
に
来
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
な

お
、
別
家
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
栃
木
県
佐
野
市
出
身
の
新
井
清
太
郎
は
、

千
葉
県
香
取
郡
滑
川
村
を
経
て
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
三
月
に
横
浜
店
に
入
店

し
た
の
ち
、
西
欧
人
の
商
館
勤
務
を
経
て
商
社
を
設
立
し
て
い
る

（
（5
（

。

5
　
塗
物
問
屋
の
経
営
　　

（
1
）
概
要

で
は
、
前
項
で
検
討
し
た
「
役
割
之
控
（
附
規
定
書
）」（
付
表
）
を
参
照
し
な
が

ら
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
明
治
期
を
中
心
に
漆
器
の
取
引
を
み
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
近
代
の
取
扱
商
品
に
つ
い
て
は
、
青
物
町
で
営
業
し
て
い
た
段
階
の
二
点

の
引
札
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
図
5
（
本
稿
末
参
照
）
に
は
、「
諸
国
ぬ
り

松坂箸さし類品々 黄皮付よふし 850 膳，浅取頭丸弁 1070 膳，同断永 1660 膳，朱頭丸弁 1600 膳，同断丸永 160 膳，黄頭丸永はし 1400 膳，
同貝成弁 1000 膳，同永 100 膳，朱貝成弁 550 膳，同断永 2900 膳，黄両細やべ 3460 膳

勢州山田物品々
春慶壱ばん角切灯明足膳 35 枚，同断弐ばん 59 枚，同断九寸角立くるみ足膳 42 枚，同断一尺角立同断 76 枚，同重替
少々取合 30 枚，同七寸替少々 18 枚，同七五　16 枚，同八弐　8 枚，同五寸五分四段重替り少々ニ付 14 組，同六寸
四段重裏白弐枚少々フツカケコ 1 組，同断裏塗同断 16 組

不明（抄録，点数省略）
黒内朱小組入弁当，黒内朱五段弁当重，のしろ（能代）内黒七寸三ツ枡重，春慶尺七寸肴箱，同尺八寸箱膳，同見舞
重大形，同壱尺鉢台，同無頭茶船，春慶六寸五分湯桶，同八ばん飯次，蝋花八ばん飯次，春慶七寸五分五ツ入る切溜，
春慶七寸三宝，総黒塗ひつ

表 6　近代の取り扱い商品の例

（年不詳 4-6「（勢州山田物類品々・松坂箸さし類品々書上帳）」より作成）

物　

お
ろ
し　

小
う
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
章

で
み
た
江
戸
問
屋
の
業
態
と
同
様
に
、
卸
と
小
売
り

を
兼
業
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
よ
く
吟
味
し

た
「
上
品
」
を
「
廉
価
ニ
販
売
」
す
る
と
し
て
い
る
。

描
か
れ
て
い
る
商
品
は
、
膳
、
重
、
椀
、「
会
席
膳
」、

煙
草
盆
、
衣
紋
掛
、
三
方
、
鏡
箱
、
行
灯
・
燭
台
な

ど
灯
火
具
、
算
盤
な
ど
、
前
章
で
み
た
よ
う
に
多
様

化
し
た
漆
器
を
ひ
ろ
く
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
商
品
の
詳
細
が
わ
か
る
帳
簿
は
断
片

的
に
し
か
残
存
し
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
箸
に
つ

い
て
、「
丸
」「
永
」（
長
い
）
な
ど
の
形
状
の
ほ
か
、

「
弁
」（
弁
柄
拭
き
漆
）
と
い
っ
た
加
工
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
み
ら
れ
、
ま
た
重
、
膳
、
弁
当
箱
な
ど

も
多
様
な
商
品
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

（
表
6
）。
ま
た
引
札
に
よ
れ
ば
、「
新
規
御
誂
之
品
」

を
「
入
念
下
直
ニ
出
来
」
と
注
文
制
作
を
行
っ
て
い

た
よ
う
で
、と
く
に
「
木
杯
類
各
種
調
進
」
と
う
た
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
配
り
物
の
盃
へ
の
名
入
れ
・
紋

入
れ
の
注
文
に
も
応
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

英
文
で
記
さ
れ
た
図
6
（
本
稿
末
参
照
）
は
、
商

品
は
す
べ
て
船
便
で
安
全
に
送
れ
る
と
す
る
な
ど

（A
ll goods carefully packed and shipped.

）、

来
日
し
た
外
国
人
の
土
産
を
意
識
し
た
宣
伝
と
な
っ

て
い
る
（V

isitors to Japan are cordially invited 

to inspect the store.

）。「
漆
器
蒔
絵
物
数
品
」
と

あ
る
よ
う
に
、
金
蒔
絵
（gold lacquer

）
の
シ
ガ

レ
ッ
ト
ケ
ー
ス
（cigar cases

）、
ハ
ン
カ
チ
入
れ
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（handkerchief boxes

）、
手
袋
入
れ
（glove boxes

）
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
箱
、
木
製
の
盆
（w

ooden trays

）
を
商
品
と
し
て
あ
げ
、
日
本
趣
味
の
調
度
を

意
識
し
た
絵
で
は
、
三
方
と
三
つ
組
み
の
酒
杯
、
文
箱
、
提
重
、
違
い
棚
、
棗
な
ど

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
代
の
会
津
屋
は
外
国
人
向
け
の
商
品
も
扱
っ

て
い
た
。

（
2
）
仕
入

で
は
、
仕
入
を
み
よ
う
。
江
戸
塗
物
問
屋
の
仕
入
は
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年

の
仲
間
の
「
規
定
書
」
で
「
諸
国
出
産
之
塗
物
類
」「
諸
国
塗
物
荷
主
」
と
あ
る
よ

う
に
、
諸
国
か
ら
行
っ
て
い
た
。
半
田
は
黒
江
屋
の
仕
入
れ
先
を
、
①
上
方
市
場

（
京
都
本
店
・
大
坂
）、
②
生
産
地
（
会
津
・
日
光
・
駿
河
・
紀
伊
・
尾
張
・
伊
勢
・

近
江
・
木
曽
・
箱
根
）、
③
江
戸
で
の
買
入
れ
・
注
文
生
産
（
地
買
物
・
地
職
人
）

に
分
け
て
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
開
店
当
初
の
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
は
①

六
三
・
八
%
、
②
三
〇
・
七
%
、
③
五
・
五
%
で
あ
っ
た
が
、
天
明
期
以
降
、
①

が
後
退
し
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に
は
、
②
の
大
坂
を
介
さ
な
い
生
産
地
か
ら

の
直
接
の
仕
入
れ
が
五
六
%
、
③
江
戸
二
六
%
、
①
上
方
一
七
%
と
割
合
が
逆
転

す
る
と
し
て
い
る
。

会
津
屋
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
も
、
引
札
以
前
の
近
世
段
階
よ
り
、
諸
国
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
。「
役
割
之
控
（
附
規
定
書
）」（
本
稿
末
付
表
）
に
は
、「
諸
国
注
文
」
と

「
地
物
仕
入
方
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
会
津
荷
物
」
が
「
諸
国
注
文
」
と
は
別
記
さ

れ
て
い
る
。
会
津
の
仕
入
れ
が
別
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
仕
入
れ
の
中
核

だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
せ
リ
物
」「
セ
リ
帳
」
と
は
、
市
場
で
の
競
り
に

よ
る
仕
入
れ
と
思
わ
れ
、
会
津
漆
器
に
つ
い
て
は
会
津
藩
の
産
物
会
所
が
想
定
さ
れ

る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

会
津
屋
の
明
治
一
二
年
段
階
の
「
地
物
」
と
は
、「
東
京
・
横
浜
又
ハ
相
州
小
田

原
最
寄
ニ
テ
製
造
仕
出
シ
塗
器
ヲ
シ
テ
之
ヲ
地
物
ト
唱
フ

（
（5
（

」
と
、
東
京
・
横
浜
・
小

田
原
近
辺
で
の
製
造
品
を
指
し
た
。
東
京
（
江
戸
）
の
ほ
か
、
横
浜
・
小
田
原
近
辺

が
「
地
物
」
と
な
っ
た
の
は
、
横
浜
が
開
港
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
近
接
地
と
な
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
地
物
」
の
金
額
は
、「
壱
ケ
年
売
買
高
凡
金
弐
万
円
見
込
」

と
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
注
文
品
で
は
「
地
物
」
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
生

産
は
以
下
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
。

（
前
略
）
地
物
製
造
方
ノ
義
ハ
従
前
日
限
ヲ
定
メ
、
注
文
品
確
定
ス
ル
ニ
臨
、

該
代
価
ノ
二
分
通
製
人
江
貸
渡
シ
、
日
限
中
バ
ニ
至
リ
、
尚
二
分
通
貸
渡
、
品

物
出
来
持
込
ノ
上
、
尚
三
分
通
相
渡
、
残
リ
三
分
ハ
商
館
ヨ
リ
収
入
次
第
皆

済
仕
来
リ
（
後
略
）

注
文
が
確
定
し
て
か
ら
価
格
の
二
割
を
、
制
作
半
ば
で
さ
ら
に
二
割
を
前
貸
し
し
、

商
品
が
納
品
さ
れ
て
か
ら
三
割
を
渡
し
、
商
館
か
ら
代
金
を
受
け
取
っ
た
ら
残
る
三

割
を
払
う
、
と
い
っ
た
形
で
生
産
者
に
前
貸
し
を
行
い
、
生
産
を
す
す
め
た
の
で
あ

る
。具

体
的
な
仕
入
先
の
一
端
が
う
か
が
え
る
史
料
と
し
て
、
明
治
二
〇
年
六
月
の
未

払
い
分
の
書
上
（「
各
荷
主
負
債
」）
が
あ
る

（
（5
（

。
表
7
は
、『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』

明
治
二
五
年
版
か
ら
情
報
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
で

確
認
で
き
た
の
は
九
人
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
漆
器
の
製
造
な
い
し
販
売
を
行
う
者

た
ち
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
輪
島
の
松
屋
伊
兵
衛
は
、『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』

で「
明
治
十
年
同
十
四
年
内
国
勧
業
大
博
覧
会
ニ
際
シ
遐
福
社
ノ
名
ヲ
以
テ
出
品
シ
、

鳳
紋
賞
牌
及
有
功
二
等
賞
、
同
廿
三
年
第
三
回
国（

マ
マ
）同

勧
業
大
博
覧
会
ニ
出
品
有
功
三

等
賞
ヲ
賜
ハ
リ
タ
リ
」
と
そ
の
技
術
を
宣
伝
し
て
い
る
。

全
体
で
は
三
一
名
で
、
う
ち
会
津
若
松
が
一
一
名
で
三
分
の
一
を
占
め
る
。
次
い

で
、
京
都
が
五
人
、
静
岡
が
三
人
、
以
下
、
伊
勢
・
小
田
原
・
木
曽
が
各
二
人
、
大

阪
・
紀
州
黒
江
村
・
日
光
・
輪
島
・
名
古
屋
が
各
一
人
、
不
明
が
二
人
で
あ
っ
た
。

さ
き
の
区
分
で
は
、
小
田
原
の
み
が
「
地
物
」
で
、
ほ
か
は
「
諸
国
」
と
な
る
。
金

額
に
つ
い
て
は
、
負
債
金
で
一
〇
〇
円
を
越
え
て
い
る
の
は
、
紀
州
の
川
端
が

九
〇
〇
円
、
静
岡
の
枡
屋
が
五
七
〇
円
、
日
光
の
星
野
が
一
八
五
円
、
会
津
若
松
の

菊
地
が
一
〇
〇
円
で
、地
域
ご
と
で
み
る
と
紀
州
（
九
〇
〇
円
）、静
岡
（
五
八
一
円
）、
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居所 人名 負債額（円 . 銭 . 厘）『日本全国商工人名録』　（明治 25 年版）
若松 川瀬定吉 60.00.0

若松 高瀬喜右衛門 85.00.0 漆器卸小売商 七日町 白木屋　※所得金 1000 ～
2500 円

若松 満山長左衛門 30.00.0
若松 武藤徳兵衛 20.00.0
若松 赤城豊吉 31.00.0
若松 谷半兵衛 35.00.0 漆器卸商 大町一ノ町 丸角屋
若松 篠崎宇兵衛 70.00.0
若松 菊地俊次 100.00.0 漆器卸小売商 若松町 清澄屋
若松 鈴木善治郎 56.00.0 漆器卸小売商 七日町
若松 鈴木久助 9.00.0
若松 鈴木幸蔵 20.00.0
西京 吉野屋治兵衛 5.13.3
西京 大和屋惣兵衛 8.78.0
西京 笹屋喜助 60.22.1
西京 美濃屋孫兵衛 37.62.6 漆器卸商 美濃屋 稲垣孫兵衛 寺町通四条上ル
静岡 永倉兵右衛門 20.00.0 内外適用漆器卸商 静岡市 札ノ辻
静岡 枡屋□助 570.13.3
静岡 市川周吉 9.55.0
小田原 渡部助右衛門 26.13.0
小田原 油屋勘兵衛 21.50.0
木曽 百瀬治兵衛 12.60.0
木曽 松野屋□□ 25.50.0
伊勢 片岡吉兵衛 10.00.0
伊勢 橋本佐兵衛 30.45.6 漆器商 宇治山田町 岡木町
大阪 黒川屋七三郎 37.62.6
紀州 川端六左衛門 900.00.0 国産貿易漆器卸商 黒江村
輪しま 松屋伊兵衛 14.56.0 全国付着無類漆器製造并販売　松井伊平 輪島町
名古屋 扇屋治助 76.15.0
日光 星野七兵衛 185.96.0
日光 森川治作 7.50.0
□□ 大沢重次郎 3.04.0

合計 2581.13.3

表 7　諸国の仕入先（明治 20 年 6 月）

会
津
若
松
（
五
一
六
円
）
と
な
っ
て
い
た
。
第
一
章

で
確
認
し
た
漆
器
の
産
地
が
仕
入
先
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
書
上
の
限
り
で
は
、
黒
江

屋
と
同
じ
く
、
石
川
県
か
ら
の
仕
入
れ
が
少
な
く
、

会
津
若
松
の
取
引
相
手
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、京
都
に
本
店
が
あ
る
黒
江
屋
と
は
異
な
り
、

上
方
（
京
都
・
大
坂
）
へ
の
依
存
は
当
初
か
ら
弱
か
っ

た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
次
頁
の
表
8
は
明
治
四
二
年
六
月
か
ら
明

治
四
三
年
六
月
の
支
払
い
の
帳
簿
よ
り
、
人
名
を
抽

出
し
た
も
の
で
あ
る

（
（5
（

。
印
文
か
ら
居
所
が
読
み
取
れ

る
者
に
つ
い
て
は
居
所
を
記
し
、
さ
ら
に
『
日
本
全

国
商
工
人
名
録
』
第
三
版
（
明
治
四
〇
年
）
よ
り
情

報
を
補
っ
た
。
三
八
名
の
う
ち
、
五
人
は
地
方
の
漆

商
で
、
会
津
若
松
二
名
、
静
岡
・
輪
島
・
箱
根
各
一

名
で
あ
る
が
、
明
治
二
〇
年
段
階
で
借
財
の
あ
っ
た

荷
主
と
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
、
一
三
名
は
東
京
の

者
で
「
地
物
」
に
あ
た
る
。
職
人
の
ほ
か
、
会
津
屋

と
同
じ
問
屋
も
み
ら
れ
る
が
、
会
津
屋
は
小
売
も

行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
売
方
と
買
方
の
仲
買
の
機

能
も
有
し
て
い
た
と
考
え
て
お
き
た
い

（
（5
（

。

（
3
）
販
売

一
方
、
販
売
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
「
役
割
之
控

（
附
規
定
書
）」（
本
稿
末
付
表
）
に
よ
れ
ば
、「
屋
敷

向
」、「
下
タ
町
掛
廻
り
」、「
山
之
手
掛
廻
り
」、「
田

舎
出
し
荷
物
」
と
い
う
表
記
か
ら
、
屋
敷
向
（=

武
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（4―5「記（金銭受取簿）」より作成）

人名 居所 『日本全国商工人名録』第三版（明治40年）/第五版（大正
3年）△=営業税（円） ○=所得税（円） 4-13「払」

山田嘉藤次  岩城若松

篠崎宇兵衛 （若松） △12.600 〇3.060 （若松町）桂林寺町
/第五版 △36.02　〇22.68

野呂七之助 △13.559　静岡市本通二丁目
能州 輪島 
杵崎寿平 /第五版 △31.84 〇8.10 輪島町

細川定吉 /第五版 漆器商 箱根産物漆器卸商 挽物屋 
創業五年　相模国箱根温泉村大平台

金子清太郎
（箱清） 日本橋元大工町四番地 指清 指物商 △11.400 〇3.000

小林 （近江屋）
藤右衛門 きん藤 小林商店（通二ノ一八） 漆器商 △116.000 〇199.870 〇

太田商店 金 （新材木町一一） 漆器商 太田屋万吉 △45.000 〇6.000 〇

木村平右衛門 （本材木町一ノ一一） 漆器商兼蝋燭 △87.000 〇3.000 〇
府川五郎吉
 （常吉） 小伝馬町二丁目 漆器商 △31.500 〇40.050 〇

岡田利吉 各国漆器問屋 （通一ノ七） 漆器商 △10.700 〇3.000 〇

富永吉右衛門 日本橋□（佐ｶ）内町岡崎屋 〇

高倉亀三郎 高砂町塗師金 △高倉金次郎

村上宗兵衛 日本橋区元四日市二番地 
漆器指物雑貨問屋 〇

二宮喜三（蔵） 漆器問屋

大坂や市右衛門 室町三丁目四番地 〇

橋本久吉 日本橋区堀江町弐丁目一番地 
橋本商店

高□ □ 馬喰町

高木商店 高木蔵三 △19050 〇27810 神田区一ツ橋通６カ　 〇

木屋本店 日本橋区室町一 ○（林久兵衛）

岩田久七

竹岡喜兵衛

田中や佐蔵

佐藤恒吉

鳥海源治郎

西岡幸俊

五十嵐藤吉

西宮平右衛門 〇

泰吉兵衛

飯森勝太郎

多田□八郎

福山 福山庄三郎カ

爲永 為永喜右衛門カ

大野屋 柴垣 大野藤吉カ

如意堂 石井 石井辰三カ

坂本店

表 8　仕入先（明治 42 年 6 月～ 43 年 6 月）
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り
、
そ
の
商
品
の
内
容
も
不
明
で
あ
る
が
、
以
下
、
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
対
象
範
囲
は
陸
中
よ
り
伊
勢
ま
で
と
な
る
が
、
大
半
は
関
東
で
、
全
体
の

八
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
と
く
に
下
総
・
上
総
・
安
房
が
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
た
。
輸
送
手
段
の
問
題
な
ど
も
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
時
期
の

遠
方
へ
の
販
売
で
は
、
会
津
屋
に
と
っ
て
千
葉
県
域
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
ま
た
、
表
9
に
は
、
送
り
先
の
職
種
等
に
つ
い
て
、『
日
本
全
国
商
工

人
名
録
』
第
三
版
（
明
治
四
〇
年
）・
第
五
版
（
大
正
三
年
）
よ
り
情
報
を
補
え
た

者
を
あ
げ
た
。
判
明
し
た
の
は
二
五
件
で
、
全
体
の
約
四
分
の
一
で
あ
る
。
こ
の
う

家
地
）、
下
町
、
山
の
手
、
田
舎
出
し
の
四
通
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世

の
黒
江
屋
に
つ
い
て
は
、
江
戸
市
内
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
会
津
屋
は
近
世
か
ら
地

方
販
売
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
下
町
、
山
の
手
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

表
記
と
す
れ
ば
寺
社
も
含
ん
だ
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

具
体
的
な
販
売
先
が
わ
か
る
史
料
も
少
な
い
が
、
江
戸
で
判
明
す
る
売
り
先
と
し

て
、
雛
屋
三
番
組
（
慶
応
二
年
六
月
よ
り
雛
屋
一
番
組
仮
組
）
の
伊
勢
屋
武
兵
衛

が
確
認
で
き
る
。
伊
勢
屋
が
会
津
屋
に
出
し
た
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
の
證
文

（
（5
（

に
よ
れ
ば
、
伊
勢
屋
は
会
津
屋
か
ら
「
仕
入
物
代
金
之
義
一
節
季
送
り
勘
定
」
を
許

さ
れ
る
関
係
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
郷
弓
町
の
店
舗
が
「
近
来
現
金
商
内
不
景
気

ニ
て
減
少
」
の
と
こ
ろ
、
会
津
屋
の
仲
介
で
池
之
端
仲
町
の
大
槌
屋
の
家
・
土
蔵

を
金
一
一
〇
両
で
買
い
取
り
、
本
郷
の
店
舗
が
売
れ
る
ま
で
、
普
請
や
弘
め
入
用
金

一
二
〇
両
と
合
わ
せ
て
二
三
〇
両
を
会
津
屋
か
ら
三
〇
両
一
歩
の
利
息
で
借
用
し
、

加
え
て
新
た
に
金
一
〇
〇
両
分
の
商
品
を
無
利
息
で
先
渡
し
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、「
子
孫
ニ
至
り
候
共
直
仕
入
者
勿
論
、
外
方
ニ
而
仕
入
物
等
聊
た
り

共
仕
間
敷
」
と
、
今
後
会
津
屋
か
ら
の
み
の
仕
入
れ
を
誓
っ
て
い
る
。
先
に
み
た
よ

う
に
、
会
津
屋
は
十
軒
町
の
雛
市
の
出
小
屋
の
権
利
を
持
ち
、
家
・
土
蔵
の
売
買
を

仲
介
し
た
大
槌
屋
も
文
政
二
～
七
（
一
八
一
九
～
一
八
二
四
）
年
に
茅
町
組
雛
人
形

手
遊
問
屋
の
株
を
有
し
て
お
り

（
（5
（

、
会
津
屋
と
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た

が
っ
て
、
会
津
屋
は
、
伊
勢
屋
の
み
な
ら
ず
雛
人
形
商
売
の
者
も
得
意
先
と
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
雛
問
屋
の
中
で
も
二
番
組
・
三
番
組
は
季
節
物
の
商
売
を
兼
業

す
る
零
細
な
者
が
多
い
が
、
伊
勢
屋
は
後
に
一
番
組
の
仮
組
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
比
較
的
有
力
な
者
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
得
意
に
便
宜
を

図
り
、
よ
り
強
固
な
関
係
を
結
ん
で
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

田
舎
出
し
荷
物
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
一
年
一
月
二
五
日
か
ら
同
四
二
年
五
月

一
八
日
ま
で
の
輸
送
業
者
の
受
取
証
の
綴
り
の
地
方
発
送
分
「（
荷
物
請
取
簿
）」

（
四
―
四
）
が
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

（
（6
（

。
所
載
さ
れ
た
全
九
六
件
を
旧
国
名
ご
と

に
し
た
も
の
が
図
7
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
運
輸
業
者
に
依
頼
し
た
遠
方
の
荷
物
で
あ

図 7　会津屋の地方販売先

［明治 41～42 年　4-4「（荷物請取簿）」より作成］
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地域 日付 品目 住所 氏名
『日本全国商工人名録』第三版 / 第五版ほか 
△＝営業税（円） ○＝所得税（円）営業税 25 円以上 /10
円以上

運送者（※荷揚場）

陸中 19090320 漆器入箱
荷物壱箇 陸中國宮古港 鈴木

長兵衛
△ 33.630 〇 28.450 回漕業委託販売業木材業 房州屋 
宮古湊鍬ケ崎町 / △ 106.54 ○ 81.37 運送業・木材業・
委託販売業

北海廻送店

常陸

19081112 漆器箱入壱個 茨城県新治郡
石岡町

青柳
新兵衛 △ 287.64 ○ 553.32 米雑穀肥料商 官塩元売捌所 蛎殻町〇通（両国通運カ）

19090304 漆器入箱物壱個 茨城県稲敷郡
木原町

小沢
熊五郎 △ 50.15 ○ 18.35 米穀肥料商 常陸屋（小網町三 常磐屋□治郎）

19080408 漆器箱入荷物
壱個 茨城県水海道町 野々村

源四郎 △ 245.11 ○ 404.28 釜屋　肥料商 両国通運会社

19081101 ＊取消　漆器入
□荷物 弐個 常州石岡 浜平右衛

門
△ 351.15 ○ 752.40 小川屋　醤油醸造味噌製造，石油，
度量衡器販売 「賞状，内外金牌数回受領」 上野停車場前 三立社支店

19080921 塗物入中箱荷
物壱個

茨城県稲敷郡
江戸崎町

藤井
政次郎 △ 31.57 ○ 8.26 料理屋業 両国通運丸 ※平川 金沢へ揚ケ

下野 19081211 漆器箱入壱個
栃木県上都賀
郡鹿沼町鹿沼
駅上ル丁

金子文弥 △ 39.00 ○ 48.99 米雑穀商 運送店

下総

19080802 漆器わら包壱甲 千葉県匝瑳郡
本陽村宮川

大木
傳兵衛

△ 16.050 ○ 9.970 大木伊兵衛 匝瑳郡福岡町 陶器漆器
商／－

運送店（合名会社両国運送店） 
※下サ八日市村〇福 揚

19081222 漆器入箱荷物
壱個

千葉県千葉郡
幕張町

入江
重右衛門

△ 31.700 ○ 79.540 幕張町 醤油製造業／△ 130.47 
〇159.78 入江重右衛門 幕張町 醤油醸造業 三池運送店（両国橋際停車場前）

19090110 漆器入箱荷物
壱個 下サ寒川 深山伝六 △ 11.360 〇 7.500 千葉町 穀物・薪炭商／△ 30,26 

◎ 21,52 千葉町 米穀商 東京湾出張所

19081127 漆器入箱荷物
壱個 下サ毛見川町 藤代

伊勢吉
※藤代音次郎 △ 19.450 ○ 6.780 検見川町
荒物商・石炭商／藤代音五郎 △ 33.57 ○ 32.54 検見川
町 荒物商

千葉舎

上総

19081107 漆器入中箱荷物
壱個 上サ君津郡港町 小幡

孫兵衛
△ 17.450 ○ 19.720 醤油醸造業／△ 45.94 ○ 38.23　
醤油醸造業 共同汽船扱（泰廻送店を抹消）

19080808 漆器箱入壱個 上サ長者町
（夷隅郡）

清水屋
伴助 （4－10 にあり） 三池運送店（両国橋際停車場前）

19081219 漆器入中箱
荷物壱個

上サ香取郡
笹々川町

土屋
善兵衛

旅人宿 △ 12.200 〇 6.230 ／運送業 土屋善兵衛 笹川町
須賀山 △ 36.70 〇18.55

小泉運送店（本所区横網町一丁目）　
※「元払 五拾銭」

19081020 塗物入箱荷物
弐個

上サ豊浜村川津
（夷隅郡）

渡辺五郎

左
（ママ）

衛門

「文化 7（1810）年，五郎右衛門は先祖伝来の当村鰺ヶ浦
の網長屋・干鰯場を六郎兵衛に年金九両（うち運上金二
両）で貸したところ滞納がちで，催促にも応じないとして
訴訟に及んでいる（渡辺家文書）。同九年対清国輸出品で
ある干鮑五千二〇〇斤の生産を幕府に請負っているが，こ
れは請負三九ヵ村のなかで最大であった」［『千葉県の地名』
平凡社，1996 年］。

泰廻送店

安房

19090224 漆器箱入弐個 房州千倉 大野
三治郎

△ 12.200 ○ 6.010 安房郡曦町 呉服太物 大野三次郎／
△ 56.70 ◎ 24.26 東房織布商会 大野三次郎安房郡曦町
千倉 創業明治十五年 明治四十四年 皇太子殿下御買上
ノ栄ヲ賜フ

□橋際 鈴木廻送店 

19080303 漆器小箱入物
壱箇 房州白子 志村

松太郎 △ 10.020 ○－魚類商 志村松太郎 房郡千歳村／－ 東京湾汽船会社

19080724 漆器箱入壱個 房州館山 長井
文治郎

△ 13.800 ○ 4.230 乾物青物洋酒罐詰紙砂糖類 大黒
屋 海軍糧食品請負人 長井文治郎 館山町／△ 45.40 〇
21.73 乾物青物洋酒罐詰砂糖紙類商 大黒屋 長井文治
郎 館山町 電話 43

共同荷扱所（東京湾汽船会社）

武蔵
19081218 漆器入箱荷物

参個 武州八王子 高尾山 高尾山 芝愛宕高尾山出張所

19090409 漆器小箱入壱個 埼玉県菖蒲町 森沢代吉 △ 114.57 ○ 63.24 呉服太物商 両国 三池運送店 

相模

19081219 黒足付膳五枚
新聞紙包　 横須賀 岩本 （△ 215.88 ○ 182.49 若松町酒類商 岩本七蔵 カ） 源右門舟（相州）

19081122 漆器入中箱荷物
壱個

相州三浦郡
浦賀町宮ノ下

加藤
小兵衛

△ 350.10 ○ 358.20 酒醸造販売／西浦賀 淡路屋　
米穀酒類食塩問屋 ［吉村雅美「明治期西浦賀における問
屋の経常の変遷」『歴史地理学調査報告』12，　2006 年 ］

共同（東京湾汽船会社）

19080925 漆器中箱荷物
壱箇

相州横須賀
稲岡

新野
回送店 海陸運送業 新野捨次郎 共同荷扱所（東京湾汽船会社）

伊豆
19080325 漆器入小箱壱ケ 伊豆下田 臼井 （△ 108.9 □ ○ 97.25 米穀肥料商 臼井安之助 カ） 近藤（京橋区本湊町 近藤廻送店）

19080822 漆器入荷物
四個

伊豆田方郡
伊東町 東京館 （東郷平八郎が逗留した温泉旅館） 東京湾汽船会社 ※猪戸川西揚

表 9　会津屋の地方販売先 （明治 40 年 12 月～ 41 年 11 月）
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ち
運
送
業
の
陸
中
宮
古
の
鈴
木
長
兵
衛
と
相
模
の
新
野
回
送
店
、
陶
器
漆
器
商
の
下

総
の
大
木
傳
兵
衛
が
さ
ら
に
他
の
顧
客
に
輸
送
な
い
し
販
売
し
た
可
能
性
が
、
ま
た

料
理
屋
業
で
あ
る
常
陸
の
藤
井
政
次
郎
や
武
蔵
の
高
尾
山
、
伊
豆
の
旅
館
で
あ
る
東

京
館
、
安
房
豊
田
村
役
場
が
業
務
で
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
購
入

者
は
自
家
用
で
あ
ろ
う
。
わ
ざ
わ
ざ
東
京
の
問
屋
か
ら
送
ら
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
て
、
お
そ
ら
く
接
客
や
儀
礼
な
ど
で
用
い
る
高
級
品
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
会
津
屋
は
東
京
勧
工
会
社
の
陳
列
場
に
商
品
を
出
品
し
て
い
た
。

東
京
勧
工
会
社
と
は
、
殖
産
興
業
の
一
環
と
し
て
明
治
一
〇
年
八
月
よ
り
一
一
月

ま
で
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
売
残
品
を
東
京
府
が

麹
町
辰
ノ
口
評
定
所
跡
で
展
示
販
売
し
た
物
品
陳
列
所
の
後
裔
で
あ
る
。
明
治

一
〇
年
一
一
月
に
勧
工
場
と
改
称
し
、
明
治
一
三
年
六
月
か
ら
は
出
品
人
の
出
費

に
よ
る
運
営
と
な
っ
た
。
近
衛
監
督
部
か
ら
の
返
地
要
請
に
よ
っ
て
明
治
二
〇
年

四
月
に
い
っ
た
ん
上
野
公
園
に
仮
移
転
し
た
後
、
翌
年
五
月
に
芝
公
園
内
で
新
規

に
開
場
し
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
東
京
勧
工
会
社
が
同
年
一
月
に
認
可
さ
れ

た
。
明
治
二
〇
年
の
二
六
品
目
の
売
上
高
三
九
六
二
〇
円
三
三
七
銭
の
う
ち
漆
器

類
は
二
六
〇
五
円
五
九
五
銭
で
全
体
の
六
・
六
％
、
販
売
個
数
は
一
九
〇
四
八
九

点
の
う
ち
六
六
八
五
点
で
三
・
五
％
で
あ
っ
た

（
（6
（

。
会
津
屋
は
、
第
一
回
内
国
博
覧

会
で
古
漆
器
を
展
示
販
売
し
た

（
（6
（

。
そ
の
後
、
明
治
二
二
年
三
月
に
「
出
品
物
看

護
」
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
会
社
設
立
直
後
に
は
参
加
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

（
（6
（

。
年
不
詳
の
帳
簿
の
断
簡
に
は
「
東
京
勧
工
会
社
売
上

高
」
の
記
載
が
あ
り
、
取
引
も
確
認
で
き
る
が

（
（6
（

、
出
品
し
た
期
間
は
不
明
で
あ

る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
漆
器
生
産
の
展
開
と
江
戸
で
の
流
通
を

概
観
し
た
上
で
、
江
戸
・
東
京
の
塗
物
問
屋
の
例
と
し
て
会
津
屋
を
検
討
し
た
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
近
世
期
に
漆
器
が
大
衆
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
器
種
で
用
い
ら

れ
た
こ
と
、
ま
た
産
地
問
屋
や
売
り
先
か
ら
の
「
抜
荷
」
に
よ
っ
て
、
地
元
で
流
通

す
る
は
ず
の
粗
悪
品
が
江
戸
で
大
量
に
流
通
し
、
こ
う
し
た
商
品
も
扱
う
店
が
五
、

六
〇
〇
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
従
来
は
、
漆
器
の
流
通
は
、
産
地
の

荷
主
問
屋
と
、
江
戸
で
の
取
引
を
独
占
す
る
江
戸
問
屋
の
対
立
を
中
心
に
描
か
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
産
地
の
荷
主
問
屋
も
田
舎
出
し
の
仲
間
が
抜
荷
を
す
す
め
る
な
ど

一
枚
岩
で
は
な
く
、
ま
た
こ
う
し
た
「
抜
荷
」
に
実
は
江
戸
問
屋
自
身
も
か
か
わ
っ

て
い
た
。
粗
悪
品
の
流
通
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
が
複
雑
に
か
ら
ん
で
起

き
た
状
況
で
あ
り
、
今
後
丁
寧
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
実
際
に
ど
の
よ

う
な
も
の
が
消
費
さ
れ
た
か
、
と
い
う
視
角
か
ら
は
、
粗
悪
品
の
流
通
も
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る

（
（6
（

。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
町
屋
敷
や
床
店
を
所
持
し
、
漆
器
に
と
ど
ま

ら
な
い
商
品
の
取
り
扱
い
や
名
目
金
を
利
用
し
た
金
融
活
動
な
ど
多
角
的
な
経
営
を

行
っ
て
い
た
こ
と
、
奉
公
人
は
表
と
奥
に
分
離
し
、
表
の
奉
公
人
に
つ
い
て
は
関
東

近
郊
も
含
む
同
業
者
か
ら
の
修
行
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
町
屋
敷
所
持
、
積
極
的
な
金
融
活
動
、
奉
公
人
の
表
と
奥
の
分
離
、
と
い
っ
た

諸
点
に
鑑
み
て
、
会
津
屋
は
江
戸
の
大
店
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う

（
（6
（

。

そ
の
上
で
、
す
で
に
研
究
の
あ
る
黒
江
屋
と
比
較
し
つ
つ
、
主
に
明
治
期
の
漆
器

商
売
を
検
討
し
た
。
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
諸
国
の
産
地
、
と
く
に
会
津
と
の
取
引

を
主
と
し
な
が
ら
、
東
京
の
塗
物
問
屋
や
職
人
を
は
じ
め
、
横
浜
・
小
田
原
近
辺
よ

り
「
地
物
」
を
仕
入
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
販
売
で
は
、
江
戸
市
中
と
な
ら
ん
で
近

世
段
階
か
ら
「
田
舎
」
へ
の
販
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
史
料
的

な
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
京
都
の
紙
問
屋
に
よ
っ
て
居
抜
き
さ
れ
、
京
都
商
人
の
江

戸
店
と
な
っ
た
黒
江
屋
と
は
、
仕
入
れ
、
販
売
に
お
い
て
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
従

来
の
江
戸
商
人
の
研
究
は
、
他
国
住
の
江
戸
店
の
分
析
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
今
後

こ
う
し
た
江
戸
住
の
商
人
の
史
料
の
発
掘
と
検
討
が
課
題
で
あ
ろ
う
。



（
前
略
）
捌
縮
ミ
、
直
段
売
崩
し
候
者
専
ら
抜
物
ゟ
起
候
形
、
扨
御
取
締
前
々
御
世
話
在
之

候
得
共
、
時
々
在
之
歟
ニ
相
聞
候
処
、
田
舎
出
塗
物
取
斗
之
間
、
譬
者
水
戸
出
し
之
形
ヲ
以

御
国
表
ハ
持
出
候
而
も
、
出
先
ゟ
引
逃
、
御
府
内
江
持
込
或
ハ
中
途
引
受
候
他
邦
者
右
之
業

い
た
し
、
又
ハ
全
御
府
内
迄
ニ
無
之
近
カ
間
江
隠
置
キ
、
便
宜
ヲ
以
追
々
持
込
候
類
、
皆
以

御
府
内
問
屋
共
売
先
差
塞
キ
候
故
、
此
段
問
屋
共
兼
而
相
歎
、
御
取
締
之
義
も
度
々
申
出
、
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註（
1
）　

半
田
市
太
郎
『
近
世
漆
器
工
業
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）。
そ
の
後
、
北
野

信
彦
は
主
に
生
産
や
技
法
に
つ
い
て
出
土
遺
物
と
文
献
史
料
を
合
わ
せ
て
検
討
を
す
す
め
た

（
北
野
信
彦
『
近
世
漆
器
の
産
業
技
術
と
構
造
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
2
）　

林
玲
子
『
江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
七
年
ほ
か
。

（
3
）　

一
方
で
、
近
世
考
古
学
の
進
展
に
よ
り
、
消
費
地
の
江
戸
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
漆
器
が
検
出
さ

れ
、事
例
が
蓄
積
し
て
き
て
い
る
（
前
掲
北
野
『
近
世
漆
器
の
産
業
技
術
と
構
造
』、『U

R
U

SH
I

ふ
し
ぎ
物
語
―
人
と
漆
の
一
二
〇
〇
〇
年
史
』〈
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
〉
ほ

か
）。
ま
た
、
筆
者
は
消
費
地
の
小
売
ま
で
を
ふ
く
め
た
流
通
を
重
視
し
（
岩
淵
「 

近
世
考
古

学
と
近
世
史
研
究
」『
知
多
半
島
の
歴
史
と
現
在
』
一
八
〈
二
〇
一
四
年
〉、
同
「
江
戸
・
東
京

の
酒
・
醤
油
流
通
」〈『
醤
油
醸
造
業
と
地
域
の
工
業
化
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六

年
〉）、
消
費
地
内
の
流
通
と
い
う
視
角
か
ら
銘
酒
の
「
似
印
酒
」
の
流
通
を
検
討
し
た
（
岩
淵

「
江
戸
の
贋
酒
」『
学
習
院
史
学
』
五
四
〈
二
〇
一
六
年
〉、
同
「
偽
物
を
め
ぐ
る
近
世
と
近
代

―
商
標
条
例
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
ま
ち
の
し
る
し
』〈
土
浦
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
〉）。

（
4
）　

前
掲
半
田
書
、
第
六
章
。
な
お
、
近
年
柏
原
家
の
文
書
に
つ
い
て
は
総
合
調
査
が
進
め
ら
れ

て
お
り
（
柏
原
家
文
書
研
究
会
『
京
都
西
橘
町
柏
原
家
の
文
書
と
建
築
』
二
〇
一
八
年
）、
今

後
新
た
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

（
5
）　

文
政
二
～
天
保
一
二
（
一
八
一
九
～
四
一
）
年
の
「
問
屋
株
帳
」（
東
京
大
学
経
済
学
部
資

料
室
蔵
白
木
屋
文
書
）
で
は
の
べ
七
名
、
幕
末
の
「
諸
問
屋
名
前
帳
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

で
は
仮
組
も
含
め
て
の
べ
四
名
で
あ
る
。

（
6
）　

会
津
屋
文
書
は
、
現
在
も
営
業
を
続
け
る
會
津
屋
漆
器
店
が
所
蔵
し
て
お
り
、
本
館
名
誉
教

授
西
本
豊
弘
氏
の
紹
介
で
、
本
館
第
三
展
示
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
研
究
資
料
と
し
て

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
よ
り
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
本
館
で
借
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ

る
。
借
用
し
た
文
書
は
、
近
世
五
二
点
、
近
代
一
三
七
点
、
年
次
不
詳
三
四
点
で
、
近
代
文
書
、

と
く
に
明
治
期
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
経
営
史
料
や
家
関
係
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
現
当
主

の
先
々
代
に
あ
た
る
倍
三
氏
の
整
理
、
調
査
に
よ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
以
下
、
史
料
引
用
に

あ
た
っ
て
は
、
本
館
の
整
理
時
に
付
与
し
た
史
料
番
号
と
表
題
を
用
い
る
。

（
7
）　

江
戸
住
商
人
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
「
江
戸
住
大
商
人
の
肖
像
」（『
新
し
い
近
世
史
』
三
、
新

人
物
往
来
社
、一
九
九
七
年
）、同
「
大
店
」（『
シ
リ
ー
ズ
三
都
』
江
戸
巻
、東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
九
年
）
に
お
い
て
、
論
点
を
示
し
た
。

（
8
）　

前
掲
半
田
書
序
章
。
た
だ
し
、『
府
県
物
産
表
』
や
器
種
等
へ
の
言
及
は
な
い
。

（
9
）　
『
決
定
版　

番
付
集
成
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
三
頁
。

（
10
）　
『
興
業
意
見
』
に
つ
い
て
は
、
安
藤
良
雄
・
山
本
弘
文
編
『
興
業
意
見
他
前
田
正
名
関
係
資

料
』（
光
生
館
、
一
九
七
一
年
）
の
解
題
、
有
泉
貞
夫
「
興
業
意
見
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』

七
八
―
一
〇
、一
九
六
九
年
）、
祖
田
修
「『
興
業
意
見
』
の
政
策
構
想
︱
殖
産
興
業
政
策
と
地

方
産
業
」（『
龍
谷
大
学
経
済
経
営
論
集
』
一
五
（
三
・
四
）、
一
九
七
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
11
）　
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
修
正
』
第
一
八
巻
ノ
二
、
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
四

年
、
四
八
四
～
五
頁
。

（
12
）　

同
前
書
、
四
五
八
頁
。

（
13
）　

明
治
文
献
資
料
刊
行
会
編
『
明
治
七
年　

府
県
物
産
表
』（
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料 

第

一
集
（
一
）・（
二
）』
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
。

（
14
）　 

前
掲
半
田
書
。

（
15
）　 

以
下
、
会
津
塗
の
江
戸
で
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
会
津
若
松
の
大
町
組
の
町
役
人
で
あ
っ

た
梁
田
家
に
伝
来
す
る
編
纂
史
料
を
使
用
す
る
。
梁
田
家
文
書
は
福
島
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ

れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
東
京
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か

ら
の
紙
焼
き
本
を
利
用
し
た
。

（
16
）　 

松
田
暁
子
「
天
保
期
国
産
品
販
売
を
め
ぐ
る
会
津
藩
で
の
動
向
に
つ
い
て
―
「
御
国
産
一

件
」
を
素
材
と
し
て
―
」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
一
年
。

（
17
）　
「
御
国
産
一
件
壱
」（
梁
田
家
文
書
第
四
〇
一
号
）
所
載
。
前
掲
松
田
論
文
で
は
、
宛
先
を
町

役
所
と
推
測
し
て
い
る
。

（
18
）　 

正
月（
天
保
一
二〈
一
八
四
一
〉年
か
）作
成
の
梁
田
仙
右
衛
門
に
よ
る
仕
法
の
提
案
書（「
御

国
産
一
件　

弐
」〈
梁
田
家
文
書
第
一
四
〇
号
〉
所
収
）。
提
出
先
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お

そ
ら
く
会
津
若
松
の
町
奉
行
で
あ
ろ
う
。

（
19
）　 

後
掲
註
20
「
御
国
産
捌
一
条
ニ
付
吟
味
書
」
の
「
付
ケ
札
」。
た
だ
し
、
こ
の
「
付
ケ
札
」

の
作
成
者
は
藩
の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
20
）　 

天
保
一
二
年
三
月
一
一
日
付
の
調
査
書
「
御
国
産
捌
一
条
ニ
付
吟
味
書
」（
前
掲
註
17
「
御

国
産
一
件
壱
」
所
載
の
写
）
の
以
下
の
記
載
に
よ
る
。
な
お
、
松
田
氏
に
よ
れ
ば
、
同
吟
味
書

は
、
同
年
二
月
の
藩
の
産
物
掛
任
役
ら
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
江
戸
勘
定
頭
の
三
月

一
一
日
の
回
答
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吟
味
書
の
概
略
は
前
掲
松
田
論
文
表
1
に
示
さ
れ

て
お
り
、
以
下
引
用
部
分
は
同
表
の
項
目
の
3
の
一
部
に
該
当
す
る
（
傍
線
・（　

）
表
記
は

筆
者
に
よ
る
）。

（
21
）　

明
治
二
二
年
二
月
の
東
京
府
の
調
査
に
対
し
て
東
京
漆
器
問
屋
組
合
が
提
出
し
た
「
維
新
前

営
業
慣
例
上
申
書
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
嘉
永
四
年
十
二
月
の
仲
間
の
「
嘉
永
度
規
定
書
中
旧

記
」
に
よ
る
（『
江
戸
東
京
問
屋
史
料
商
事
慣
例
調
』
東
京
都
、
一
九
九
五
年
）。



勿
論
田
舎
出
之
分
ハ
手
抜
之
品
々
取
汲（

組
）、

迚
茂

淳
（
純
）直

之
商
躰
与
ハ
不
相
聞
（
※
）、
塗
荷
共

江
安
ス
上
リ
注
文
ニ
及
、
い
つ
懸
ケ
等
ニ
致
候
而
も
似
タ
リ
粉
与
歟
申
候
を
相
用
、
新
敷
内

ハ
随
分
堅
キ
品
与
爲
見
候
得
共
、
壱
両
度
も
用
候
へ
ハ
光
沢
消
エ
黒
ク
相
成
候
与
申
様
之

品
々
多
分
持
出
候
歟
ニ
而
、
御
国
産
物
塗
物
近
来
者
以
前
之
堅
固
淳

（
純
）直

之
名
ヲ
取
失
ひ
、
麁

物
之
唱
ニ
預
リ
、
右
手
く（

暗

物

）

ろ
う
も
の
之
た
め
ニ
江
戸
出
淳（

順
）正

之
品
も
捌
疎
ク
、
直
段
も
被
押
、

問
屋
気
請
も
あ
し
く
相
成
候
形
、
全
躰
田
舎
出
之
義
ハ
出
荷
増
取
斗
而
巳
ニ
者
無
之
、
専
ら

抜
荷
防
キ
之
見
込
申
出
候
者
有
之
、
爲
試
田
舎
出
シ
人
別
相
極
メ
候
斗
ニ
而
株
式
与
申
程
之

事
ニ
も
無
御
座
候
故
ニ
伝
承
仕
候
処
、
時
所
爲
ニ
も
違
ひ
、
反
而
抜
荷
悪
行
之
病
付
キ
、
加

ル
ニ
直
押
被
致
捌
縮
ニ
候
始
末
ニ
至
候
趣
ニ
寄
々
相
聞
申
候
間
、
此
度
ハ
田
舎
出
被
相
止
候

上
、
抜
荷
ハ
取
抑
候
者
ニ
被
下
候
様
ニ
成
、
然
ハ
素
ゟ
姦
利
を
心
懸
ケ
候
仕
業
ニ
候
間
、
損

分
ニ
当
り
候
、
令
御
懲
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
格
別
御
取
締
ニ
も
罷
成
可
申
哉
与
存
候
、
且
ツ
前
文

之
通
り
、
田
舎
出
人
別
之
者
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、
株
金
運
上
等
者
有
御
座
間
敷
候
与
存
候
処
、

若
し
跡
ゟ
追
々
加
入
之
者
冥
加
寸
志
金
等
差
出
候
儀
抔
可
在
之
歟
ニ
候
へ
共
、
迚
も
人
別
丈

ケ
、
此
節
出
荷
取
斗
候
儀
共
不
相
聞
候
ヘ
ハ
、
聊
之
金
高
ニ
可
在
御
座
候
哉
、
右
金
返
与
歟

納
懸
り
之
分
其
向
見
当
テ
等
ニ
而
差
支
候
義
御
座
候
ハ
ヽ
、
夫
丈
ケ
位
ハ
江
戸
出
商
人
并
居

店
之
者
江
相
諭
候
ハ
ヽ
相
償
候
道
も
可
有
之
歟
、
其
訳
与
申
て
ハ
田
舎
出
相
止
候
得
ハ
問
屋

売
先
々
捌
宜
敷
、
自
か
ら
直
上
ケ
ニ
も
可
相
成
、
注
文
相
増
候
者
顕
然
ニ
在
之
、
又
居
店
之

義
ハ
他
邦
ゟ
如
以
前
仕
入
人
入
込
候
様
ニ
相
成
、
商
ひ
繁
栄
い
た
し
、
両
商
共
ニ
差
見
江
相

調
候
事
ニ
御
座
候
間
、
少
々
之
出
金
ニ
ハ
及
候
半
と
存
候

　

但
、
抜
物
御
取
締
之
義
ハ
至
極
手
難
キ
事
与
相
見
、
既
ニ
ハ
巳
年
穀
留
之
折
ハ
手
数
ニ
も

相
成
候
由
伝
承
仕
候
処
、
一
国
内
ニ
而
す
ら
右
之
通
ニ
在
之
候
得
ハ
、
一
旦
他
邦
江
持
出

候
而
ハ
船
場
与
歟
、
一
ト
筋
道
等
之
処
ニ
而
見
張
定
、
出
役
人
ニ
而
も
被
差
置
候
外
差
当

り
取
締
見
込
無
御
座
候
処
、
左
候
而
者
地
理
等
不
案
内
之
義
ニ
在
之
、
徒
ニ
偏
費
而
巳
相

嵩
、
中
々
以
取
締
筋
可
行
届
と
も
不
被
存
候
而
、
暫
田
舎
出
被
差
留
、
姦
悪
根
元
ヲ
断
テ

枝
葉
之
御
世
話
無
御
座
簡
易
之
御
取
斗
ニ
仕
度
と
存
候

（
※
）「
付
ケ
札　

本
文
抜
も
の
之
品
ゟ
御
国
産
名
折
ニ
可
相
成
与
商
人
始
問
屋
共
深
ク
相
歎

申
候
処
、
駿
河
塗
先
年
大
ニ
流
行
致
候
由
之
処
、
追
而
直
段
下
落
致
、
捌
無
甲
斐
相
成
候
、

節
々
捌
増
候
様
種
々
取
斗
在
之
候
得
共
、
問
屋
方
ニ
而
も
売
先
不
遣
候
ニ
付
、
外
ニ
引
受
方

も
無
之
、
仕
入
薄
相
成
候
上
、
か
う
手
ヲ
盡
、
古
道
具
屋
始
何
者
ニ
而
望
ミ
人
江
相
渡
、
一

旦
捌
増
候
処
、
右
品
出
店
等
へ
沢
山
持
出
候
由
、
然
ル
処
、
当
地
之
振
合
、
出
店
へ
持
参
候

品
ハ
賤
之
贈
答
ハ
勿
論
、
諸
寄
合
之
席
ニ
も
一
切
不
相
用
由
ニ
而
、
右
以
来
ハ
益
駿
河
塗
ニ

而
下
品
之
唱
ニ
相
成
、
次
第
ニ
不
向
ニ
相
成
候
由
相
聞
、
虚
実
ハ
如
何
御
座
候
得
共
、
何
れ

モ
道
を
離
れ
、
一
術
ヲ
以
取
斗
候
儀
ハ
難
飛
付
キ
、
永
続
致
か
た
き
事
ニ
も
可
有
御
座
候
哉

ニ
被
存
候
、
其
向
参
考
ニ
も
可
罷
成
者
、
聞
江
し
儘
申
上
候
」

［江戸・東京の漆器流通と漆物問屋］……岩淵令治
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（
22
）　
「
諸
物
価
際
立
直
段
引
下
ケ
、
〆
売
、
〆
買
者
不
及
申
、
品
劣
り
、
掛
目
減
等
之
義
無
之
、

一
切
正
路
に
売
買
可
致
」（『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、

四
三
一
六
（
四
））
の
品
質
の
維
持
（「
品
劣
り
」）
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

仲
間
と
し
て
の
主
眼
は
値
段
の
均
一
化
で
あ
ろ
う
。

（
23
）　

有
限
会
社
會
津
屋
漆
器
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.aizuya.co.jp/

に
よ
る
。
閲
覧

日
二
〇
一
九
年
五
月
五
日
。

（
24
）　

七
―
一
〇
「（
旧
戸
籍
重
要
書
類
一
括
）」。

（
25
）　

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
刊
『
全
国
商
工
人
名
録
』（
第
五
版
）
で
は
、
同
書
第
三
版
〈
明

治
四
〇
（
一
九
〇
八
）
年
〉
で
通
一
丁
目
七
番
地
の
「
漆
器
商
」
岡
田
利
吉
と
い
う
人
物
が
、

青
物
町
の
住
所
で
「
会
津
屋
本
店
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
同
人
に
屋
号
や
権
利
を
一
時

譲
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
刊
『
大
日
本
商
工
録
』
の
漆
器

指
物
類
の
項
で
は
、
岡
田
利
吉
は
日
本
橋
江
戸
橋
一
ノ
七
に
移
転
し
、
杉
田
重
太
郎
が
小
石
川

餌
差
町
三
三
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）　
「
漆
器
問
屋
組
合
設
立
願
指
令
并
に
主
務
者
へ
届　

 

東
京
漆
器
問
屋
組
合
設
立
認
可
願
」

（『
普
通
第
2
種　

願
伺
届
録
・
商
賈
組
合
・
下
〈
農
商
課
〉』
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）
に
よ
る
。

（
27
）　

前
掲
「
維
新
前
営
業
慣
例
上
申
書
」。

（
28
）　

た
と
え
ば
、
初
版
は
所
得
税
が
一
五
円
以
上
（
所
得
金
高
一
〇
〇
〇
円
以
上
）、
第
二
版
・

第
三
版
は
営
業
税
一
〇
円
以
上
を
基
本
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑥
『
東
京
諸
営
業
員
録
』
は

「
所
得
納
税
者
ハ
勿
論
其
他
諸
営
業
家
中
総
テ
中
等
以
上
」
が
収
録
対
象
で
あ
っ
た
。

（
29
）　

田
中
康
雄
編
『
江
戸
商
家
・
商
人
名
デ
ー
タ
総
覧
』
柊
風
舎
、
二
〇
一
〇
年
。

（
30
）　

五
︱
一
四
「（
別
紙
調
達
金
千
両
并
二
百
両
之
儀
月
延
に
つ
き
添
証
文
）」。
御
用
金
に
つ
い

て
は
、『
江
戸
町
触
集
成
』
第
一
八
巻
（
塙
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
一
六
九
五
二
・
一
六
九
五
六
、

『
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
二
巻
（
一
九
九
三
年
、
五
五
一
～
五
五
二
頁
）。

（
31
）　
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録　

第
二
版
』（
日
本
全
国
商
工
人
名
録
発
行
所
、
一
八
九
八
年
）、

同
第
三
版
。

（
32
）　

前
掲
『
江
戸
商
家
・
商
人
名
デ
ー
タ
総
覧
』。

（
33
）　

六
︱
二
五
。
間
口
を
四
間
三
合
か
ら
四
間
四
夕
に
、
奥
行
二
二
間
四
合
、
九
七
坪
四
合
四
夕

を
九
九
坪
に
朱
書
で
訂
正
し
て
い
る
（
単
位
は
原
文
表
記
の
ま
ま
）。
お
そ
ら
く
、
京
間
か
ら

江
戸
間
へ
の
変
更
で
あ
ろ
う
。

（
34
）　

七
︱
一
四
︱
一
〇
︱
九
「
地
所
書
入
之
証
（
金
一
〇
〇
〇
円
）」。
宛
先
は
岩
代
国
会
津
郡

若
松
本
六
日
町
平
田
次
八
郎
・
同
国
同
所
一
ノ
町
鈴
木
利
兵
衛
で
、
会
津
若
松
の
漆
器
荷
主
の

代
金
返
済
を
め
ぐ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
捺
印
や
返
却
期
限
の
記
述
が
な
く
、



「（
包
紙
）

上
」

「（

包

紙

裏

書

）



十
軒
店
雛
小
家
右
町
内
家
主
江
売
渡
候
一
札
」

　

買
取
申
一
札
之
事

一　

貴
殿
所
持
之
間
口
九
尺
・
奥
行
一
間
之
雛
市
出
小
屋
壱
ヶ
所
、
此
度
当
町
内
ニ
而
金
七

両
ニ
買
取
、
則
金
子
相
渡
申
候
、
然
ル
所
当
年
ゟ
改
メ
、
右
小
屋
此
方
ニ
而
掛
ケ
、
諸
入

用
共
金
壱
両
弐
分
ニ
相
定
メ
、
貴
殿
方
江
尚
又
相
貸
付
可
申
候
、
尤
是
迄
通
、
年
々
雛
物

商
内
被
致
候
者
、
右
小
屋
代
等
一
切
直
上
ケ
致
申
間
敷
候
、
爲
念
一
札
仍
而
如
件
、　

天
保
九
戌
年
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
石
町
十
軒
店
月
行
事　
　

忠
兵
衛
㊞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
合　
　

利
兵
衛
㊞

　

徳
兵
衛
殿　
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全
体
を
墨
消
し
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
寸
法
は
、

「
表
間
口
四
間
弐
尺
・
裏
幅
同
断
、
奥
行
弐
拾
壱
間
四
尺
」
で
九
三
坪
八
合
八
勺
八
才
と
な
っ

て
い
る
。「
六
大
区
沽
券
地
図
」（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
六
年
段
階
で
は

五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
〇
番
地
は
二
三
番
地
に
変
更
と
な
る
（
明
治
一
七
年
「
東
京

実
測
全
図
」）。

（
35
）　

七
︱
八
。
作
成
者
、
作
成
年
が
不
詳
だ
が
、
内
容
か
ら
塗
物
問
屋
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は

確
実
で
あ
り
、
売
場
支
配
の
新
七
が
万
延
元
年
三
月
に
暇
乞
い
を
認
め
ら
れ
た
新
七
（
六
―

四
四
「
引
取
申
一
札
之
事
（
新
七
義
御
暇
聞
済
被
下
当
人
衣
類
等
不
残
受
取
に
つ
き
）」）
と

同
一
人
物
と
み
て
、
会
津
屋
の
も
の
と
判
断
し
た
。

（
36
）　

七
︱
一
四
︱
一
〇
︱
一
八
「（
所
有
之
建
物
抵
当
ト
シ
テ
金
七
〇
〇
円
借
用
証
写
）」。
土
地

を
抵
当
と
し
た
借
用
証
文
と
同
様
の
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
捺
印
が
な
く
、

宛
先
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
37
）　

前
掲
半
田
書
、
六
二
一
頁
・
六
七
〇
頁
。
鷲
崎
俊
太
郎
「
幕
末
期
に
お
け
る
商
人
移
動
の
人

口
地
理
学
的
分
析
―
横
浜
開
港
に
伴
う
豆
州
下
田
欠
乏
品
売
込
人
の
転
入
経
緯
と
世
帯
構
成
の

変
遷
」『
歴
史
地
理
学
』
四
四
―
二
、
二
〇
〇
二
年
、
図
2
。

（
38
）　

六
︱
三
二
「
金
円
借
用
証
（
金
一
〇
〇
〇
円
）」。
先
に
あ
げ
た
七
︱
一
四
︱
一
〇
︱
九
「
地

所
書
入
之
証
（
金
一
〇
〇
〇
円
）」
と
宛
先
が
同
じ
で
あ
り
、
同
様
の
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
ち
ら
は
明
治
二
〇
年
九
月
二
六
日
に
完
済
し
た
と
あ
る
。

（
39
）　

六
︱
一
八
「（
通
鍋
町
所
持
地
面
絵
図
）」。
地
代
の
表
記
が
「
匁
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近

世
の
史
料
と
判
断
し
た
。

（
40
）　

七
︱
五
︱
二
「（
八
丁
堀
家
主
伊
三
郎
水
谷
町
家
作
店
賃
取
立
帳
な
ど
一
括
）」。

（
41
）　

六
︱
三
〇
「
売
渡
申
家
作
一
札
之
事
（
建
家
一
ヶ
所
・
代
金
七
〇
両
）」。
本
文
は
「
子
三
月
」

で
あ
る
が
、
端
裏
書
は
「
慶
応
二
寅
年
三
月
」
と
な
っ
て
お
り
、
年
代
を
厳
密
に
特
定
し
え
な

か
っ
た
。
宛
名
部
分
を
切
除
し
て
い
る
た
め
、
お
そ
ら
く
返
金
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
42
）　

江
戸
で
は
、
三
月
に
雛
人
形
と
そ
の
道
具
を
販
売
す
る
市
が
た
ち
、
そ
の
最
大
の
も
の
が
十

軒
店
の
市
で
、
江
戸
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
た
。
十
軒
店
の
表
店
は
、
こ
の
期
間
に
な
る
と
雛

問
屋
た
ち
に
店
舗
を
明
け
渡
し
、
町
内
は
す
べ
て
雛
関
係
の
市
場
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、

通
り
の
中
央
に
仮
設
の
店
舗
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
が
出
小
屋
で
、
こ
ち
ら
で
は
表
店
を
利
用
す

る
商
人
よ
り
零
細
な
者
が
中
古
品
や
道
具
を
扱
っ
た
（
岩
淵
「
問
屋
仲
間
の
機
能
・
構
造
と
文

書
作
成
・
管
理 

―
江
戸
一
番
組
雛
問
屋
を
事
例
に
―
」〈『
歴
史
評
論
』
五
六
一
、
一
九
九
七

年
〉）、
岩
淵
「
江
戸
の
雛
市
―
「
際
物
」
を
見
る
・
売
る
・
買
う
―
」〈『
和
宮
ゆ
か
り
の
雛
か

ざ
り
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
〉）。

（
43
）　

六
―
三
八
「
買
取
申
一
札
之
事
（
当
町
内
離
市
出
小
屋
当
年
よ
り
改
諸
入
用
一
両
二
分
ニ
相

定
貴
殿
方
へ
貸
附
に
つ
き
）」。
包
紙
は
六
―
二
二
。
以
下
、
希
少
な
資
料
の
た
め
、
全
文
を
掲

載
す
る
。

（
44
）　

四
―
一
「
先
納
金
請
取
通
」、「
明
治
十
年
太
陽
略
暦
」（
江
差
町
教
育
委
員
会
蔵
A
―

一
七
九
―
三
―
三
）。
こ
の
ほ
か
実
際
の
暦
の
「
売
弘
者
」
と
し
て
、
慶
応
三
年
「［
懐
中
暦
］」

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
別
一
五
―
二
一
）
で
「
江
戸
暦
開
板
所
会
津
屋
徳
兵
衛
」、
大
学
星
学

局
編
「
明
治
五
年
壬
申
頒
暦
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
二
〇
五　

〇
二
五
〇
三
）・
文
部
省
天

文
局
編
「
明
治
六
年
癸
酉
頒
暦
」（
同
前
ニ
〇
五　

〇
二
一
九
九　

〇
一
二
三
）・「
明
治
八
年

乙
亥
太
陽
略
曆
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
Y
九
九
四
―
L
一
二
九
八
）
で
「
弘
暦
者　

東
京　

椙

田
徳
兵
衛
」
が
確
認
で
き
る
。

（
45
）　

六
︱
四
五
「
差
入
申
一
札
之
事
（
石
川
六
三
郎
荷
物
之
儀
積
送
り
不
埒
ニ
付
仕
切
代
金
滞
り

今
般
代
金
不
残
受
取
に
つ
き
）」。

（
46
）　

五
―
一
三
「
請
取
申
一
札
之
事
（
当
産
物
諸
品
引
請
御
蔵
元
被
勤
金
二
〇
〇
両
請
取
に
つ

き
）」。『
彦
根
市
史
』
で
は
彦
根
藩
の
専
売
品
の
一
つ
と
し
て
畳
表
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の

時
期
の
畳
表
の
専
売
の
し
く
み
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
（『
彦
根
市
史
』
第
二
巻
、
彦
根
市
、

二
〇
〇
八
年
、
第
五
章
第
四
節
）。

（
47
）　

七
―
一
二
―
三
「
為
取
換
契
約
証
」、
七
―
一
二
―
四
―
二
「
解
約
証
（
日
に
や
け
ぬ
水
外

五
品
製
造
販
売
取
消
に
つ
き
）」。

（
48
）　

七
―
一
三　

慶
応
二
年
五
月
「
奉
差
上
一
札
之
事
（
京
都
為
替
方
杉
田
英
太
郎
へ
旧
来
熟
談

手
続
に
つ
き
） 

」。

（
49
）　

山
中
雅
子
「
尾
張
藩
京
都
御
用
所
の
設
立
と
そ
の
運
営
に
つ
い
て
」（『
尾
張
藩
社
会
の
総
合

研
究
』
第
四
篇
、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
50
）　

①
の
場
合
、
同
じ
日
付
で
金
額
の
み
の
證
文
六
︱
一
〇
「
預
り
申
御
金
手
形
之
事
」
と
担
保

と
領
主
の
裏
書
が
あ
る
證
文
五
︱
一
二
「
奉
預
り
御
金
別
紙
引
当
手
形
之
事
」
の
二
通
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
②
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

（
51
）　

六
︱
四
一
「
南
部
家
筋
金
三
九
二
両
御
用
預
引
替
に
つ
き
写
」。

（
52
）　

菅
野
和
太
郎
「
紀
州
藩
御
用
金
」『
経
済
論
叢
』
三
四
（
三
）、
一
九
三
二
年
。
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（
53
）　
「
明
治
一
四
年
三
月
（
一
八
八
一
年
）、
初
代
新
井
清
太
郎
（
現
在
の
栃
木
県
佐
野
市
生
ま

れ
）、
千
葉
県
香
取
郡
滑
川
村
（
現
・
下
総
町
）
か
ら
横
浜
に
移
り
（
当
時
、
数
え
二
一
歳
）、

以
後
、
本
町
一
︱
一
二
の
漆
器
売
込
商
、
会
津
屋
商
店
を
振
り
出
し
に
仏
、
独
系
商
館
に
勤

務
。」「
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
年
）
四
月
、
初
代
清
太
郎
、
尾
上
町
一
︱
一
〇
（
当
時
、
神

奈
川
県
横
浜
区
、
翌
年
四
月　

市
制
施
行
に
よ
り
横
浜
市
と
な
る
）
で
、
個
人
経
営
の
貿
易
商
、

新
井
商
店
を
開
店　

麦
稈
真
田
、
製
鳥
、
骨
董
の
外
国
商
館
へ
の
売
り
込
み
を
業
務
と
す
る
。」

（
株
式
会
社　

新
井
清
太
郎
商
店
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.seitaroarai.co.jp/in/profile.

htm
l　

二
〇
一
九
年
五
月
一
四
日
閲
覧
）。
現
在
、
新
井
清
太
郎
商
店
と
し
て
、
球
根
・
盆
栽

や
香
辛
料
の
輸
出
入
を
て
が
け
て
い
る
。

（
54
）　

以
下
、
明
治
一
二
年
七
月
一
四
日
の
「（
借
用
金
年
賦
証
書
之
事
・
本
紙
証
年
賦
金
償
却
実

際
之
方
法
）」（
七
―
一
四
―
九
）
に
よ
る
。
同
史
料
は
会
津
商
人
へ
の
代
金
の
返
済
方
法
の
提

案
書
で
あ
る
。

（
55
）　

七
︱
五
︱
三
「（
若
松
行
往
復
日
記
、
旅
費
等
書
上
帳
）」
の
綴
り
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の

で
、
冒
頭
に
「
初
見
君
江
相
渡
控　

廿
年
六
月
十
三
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
56
）　

四
︱
五
「
記
（
金
銭
請
取
簿
）」。
地
方
の
漆
商
が
含
ま
れ
、
ま
た
明
治
三
二
年
五
月
か
ら

三
三
年
一
月
ま
で
の
記
載
が
あ
る
四
︱
一
三
「（
金
銭
請
取
簿
）」
で
も
同
じ
人
物
が
「
払
」「
現

金
買
入
分
也
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
払
い
の
帳
簿
と
判
断
し
た
。

（
57
）　

江
戸
干
鰯
問
屋
の
例
（
原
直
史
『
日
本
近
世
の
地
域
と
流
通
』
山
川
出
版
社
、一
九
九
六
年
）

な
ど
を
参
照
。

（
58
）　

六
―
四
七
「
入
置
申
一
札
之
事
（
仕
入
物
代
金
之
義
一
節
季
送
り
勘
定
頼
申
入
、
外
ニ
金

一
〇
〇
両
分
代
品
物
送
り
被
下
に
つ
き
）」。
六
―
二
三
が
包
紙
で
あ
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

包
紙
上
書
「
文
政
十
一
子
年　

伊
セ
屋
武
兵
衛
殿　

規
定
証
文
壱
通
」

入
置
申
一
札
之
事

　

一　

我
等
義
格
別
御
贔
屓
御
取
立
ニ
預
リ
、
仕
入
物
代
金
之
義
一
節
季
送
リ
勘
定
ニ
被
成
下

候
段
御
頼
申
入
候
処
、
御
承
知
被
下
置
存
候
、
猶
又
是
迄
本
郷
御
弓
町
ニ
数
年
来
住
居
仕

渡
世
致
来
候
処
、
近
年
現
金
商
内
不
景
気
ニ
て
減
少
仕
候
ニ
付
貴
殿
御
心
付
ニ
而
此
度
幸

ひ
池
之
端
仲
町
大
槌
屋
家
土
蔵
売
居
ニ
相
成
候
ニ
付
、
貴
殿
御
世
話
を
以
金
百
拾
両
ニ
買

取
候
代
金
并
ニ
普
請
諸
入
用
金
百
弐
拾
両
ニ
先
規
本
郷
住
居
所
売
払
候
迄
弐
口
〆
都
合
金

弐
百
三
拾
両
ニ
金
三
拾
両
壱
歩
之
利
足
ニ
而
借
用
申
処
実
正

（
マ
マ
）也

、
親
類
一
流

（
統
カ
）忝

仕
合
ニ
奉

存
候
、右
場
所
相
続
致
候
而
者
是
迄
持
代
呂
物
ニ
而
者
不
足
ニ
而
商
内
向
行
届
キ
不
申
候
間
、

此
度
ゟ
是
迄
之
勘
定
之
外
ニ
金
百
両
分
丈
代
呂
物
御
送
リ
被
下
、
右
之
分
者
延
々
ニ
而
当

極
月
ニ
者
勘
定
皆
済
可
仕
筈
之
処
、
当
子
ノ
七
月
ゟ
寅
ノ
七
月
迄
無
利
足
ニ
而
置
居
ニ
被

成
下
候
趣
、
達
而
御
頼
申
入
候
ニ
付
御
承
知
被
成
下
忝
存
候
、
限
月
皆
済
可
仕
候
、
万
一

其
節
勘
定
出
来
兼
候
得
者
、
寅
ノ
八
月
ゟ
金
三
拾
両
壱
歩
之
割
合
を
以
勘
定
済
切
候
迄
利

足
無
相
違
相
渡
可
申
候
、
右
様
御
取
立
ニ
預
リ
候
ニ
付
、
子
孫
ニ
至
り
候
共
直
仕
入
者
勿

論
、
外
方
ニ
而
仕
入
物
等
聊
た
り
共
仕
間
敷
候
、
尤
親
類
一
統
相
談
之
上
規
定
取
極
メ
申

候
上
者
、
後
年
ニ
至
リ
候
共
違
論
ハ
決
而
仕
間
敷
候
、
万
一
盛
衰
有
之
候
而
相
続
出
来
兼

候
節
者
、
家
・
土
蔵
・
株
式
共
貴
殿
江
売
渡
、
私
支
配
人
ニ
御
付
、
家
銘
御
立
被
下
候
対

談
ニ
御
座
候
、
為
後
日
永
代
規
定
一
札
仍
而
如
件　

池
之
端
仲
町　

伊
勢
屋
武
兵
衛　
　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

妻　
　
　

み
や（
爪
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

母　
　
　

せ
よ（
爪
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
嶋
中
坂
下　

親
類　

卯
之
松　
　

㊞　

本
郷
三
丁
目　

親
類　

玉
川
仁
兵
衛
㊞

文
政
十
一
子
七
月

会
津
屋
徳
兵
衛
殿

な
お
、
六
―
三
一
「
覚
（
池
之
端
一
件
立
替
金
子
受
取
通
に
つ
き
）」
に
よ
れ
ば
、
子
六
月
二

日
よ
り
一
〇
月
二
六
日
ま
で
一
〇
回
に
わ
た
っ
て
計
金
一
二
〇
両
を
伊
勢
屋
が
会
津
屋
か
ら
受

け
取
っ
て
い
る
。「
左
官
治
兵
衛
払
分
」
と
い
う
回
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
池
之
端
の
普
請
諸
入

用
金
一
二
〇
両
の
受
取
と
思
わ
れ
る
。

（
59
）　

前
掲
「
問
屋
株
帳
」（
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
蔵
白
木
屋
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
池
之
端

仲
町
斧
吉
店
の
大
槌
屋
善
蔵
は
、
茅
町
組
雛
人
形
手
遊
問
屋
株
を
文
政
七
年
九
月
に
本
町
二
丁

目
卯
八
店
の
金
枡
屋
徳
右
衛
門
（
京
都
住
）
に
譲
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
株
式
の
譲
渡
だ
け

で
、
家
・
土
蔵
は
そ
の
ま
ま
所
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
60
）　

帳
末
に
「
此
帳
簿
付
込
期
限
」
を
「
至
明
治
四
拾
年
拾
二
月
至
同
四
拾
一
年
拾
壱
月
」
と
し

て
い
る
が
、
実
際
に
は
前
欠
で
冒
頭
は
明
治
四
一
年
一
月
二
五
日
か
ら
は
じ
ま
り
、
同
四
二
年

五
月
一
八
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。

（
61
）　
『
東
京
市
史
稿　

市
街
篇
』
六
〇
（
四
四
三
～
四
六
七
頁
）、
同
七
二
（
六
五
～
八
一
頁
、

三
六
四
～
三
七
〇
頁
）、
同
七
三
（
二
三
九
～
二
四
四
頁
）、
同
七
四
（
三
九
三
～
四
〇
五
頁
）、

同
七
九
（
一
〇
九
～
一
一
七
頁
、
四
八
五
～
四
九
一
頁
）。
観
工
場
に
つ
い
て
は
、
初
田
亨
『
都

市
の
明
治
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
）、
同
「
勧
工
場
の
設
立
と
そ
の
後
の
変
遷
」（『
日
本

建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
三
二
九
、一
九
八
三
年
）
等
を
参
照
。 

（
62
）　

第
三
区
美
術
第
二
類
書
画
で
「
同
（
蒔
絵
）
箪
笥
・
泥
障
等　

四
千
三
百
円
売
額
四
千
八
百

円　

宝
暦
年
間　

大
伝
馬
町
二
丁
目
柴
田
卯
之
助　

椙
田
徳
兵
衛
」
と
あ
る
（『
明
治
十
年
内

国
勧
業
博
覧
会
出
品
解
説
』
四
〈『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
第
八
集
、
明
治
文
献
資
料

刊
行
会
、
一
九
八
六
年
〉）。

（
63
）　

六
―
二
「
約
定
証
（
東
京
観
工
会
社
出
品
物
看
護
之
義
相
守
に
つ
き
）」。
契
約
を
結
ん
だ
の

は
、
会
場
に
近
い
芝
区
三
島
町
六
番
地
の
小
林
孫
之
助
で
、「
品
物
売
上
手
数
料
」
と
し
て

「
百
円
ニ
付
一
円
ノ
割
合
」
で
払
う
と
あ
る
た
め
、
お
そ
ら
く
商
品
販
売
を
会
場
で
代
行
さ
せ

た
と
思
わ
れ
る
。
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学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部
日
本
文
化
学
科
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員

（
二
〇
一
九
年
五
月
二
八
日
受
付
、　

二
〇
一
九
年
八
月
五
日
審
査
終
了
）

（
64
）　

四
―
八
「（
売
上
帳
簿
）」。

（
65
）　

前
掲
註
3
岩
淵
「
江
戸
の
贋
酒
」、
同
「
偽
物
を
め
ぐ
る
近
世
と
近
代
︱
商
標
条
例
を
め

ぐ
っ
て
︱
」。

（
66
）　

吉
田
伸
之
「
巨
大
城
下
町
」「
表
店
と
裏
店
」（『
巨
大
城
下
町
江
戸
の
分
節
構
造
』、
山
川
出

版
社
、
一
九
九
九
年
（
初
出
は
一
九
九
五
年
・
一
九
九
二
年
）、
前
掲
註
7
岩
淵
「
大
店
」。

［
付
記
］
本
稿
第
一
章
は
、
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
漆
器
生
産
の
広
が
り
と
流
通
」（『U

R
U

SH
I

ふ

し
ぎ
物
語
︱
人
と
漆
の
一
二
〇
〇
〇
年
史
』、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
）
の
一

部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
史
料
の
研
究
利
用
を
お
許
し
い
た
だ

い
た
有
限
会
社
會
津
屋
漆
器
店
様
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



［江戸・東京の漆器流通と漆物問屋］……岩淵令治

393

役割 担当者 役務内容

1 大帳場 吉兵衛・手替清七
諸役改革向取締改役／得意諸職人持出し物其外出入指引改／日々金銀
出入勘定／請取仕切割印控／台所賄方諸入用勘定取締／川岸土蔵月々
ニ両度改立会

2 中帳場 清七・手替リ幸助
諸国注文惣仕切／本帳・水揚帳一切引請／会津荷物取調差図／毎夜錠
前江改方／日々食事之節順番猥ニ不相成様差図可致事　幷ニ台所猥か
ハ敷不相成正し可申事／毎朝一同起候事

3 別帳場 書役 当座帳一切引請幷ニ口椀帳／中帳場帳合方法事手伝／日々川岸土蔵出
入控／毎朝中帳場之者起シ候事

4 売場支配 幸助　手替リ新七 屋鋪向諸事引請

5 売場支配 新七
子供惣取締／奥土蔵・内土蔵取調差図／地物仕入方／毎夜セり帳取調
／同川岸土蔵出入指引改／下駄雪駄取締改役／年季者衣類洗たく引受
／下タ町掛廻り

6 売場 宗七　川岸土蔵手伝勘次郎　
見本物仕立方手伝　栄次郎

会津荷物引請／川岸土蔵取片付引請并ニ日々出し方／見本物仕立方／
外箱類一切引受

7 売場 又兵衛　仕立方手伝　菊蔵　
栄次郎

袋物一切仕立役／せり物渡し方支配　尤其時々急度疵相改可相渡候事
／山之手掛廻り／諸方水揚改役／傘提灯取調差図

8 菊蔵 内土蔵片付役幷しころ口付／せり物一切出し方／田舎出し荷物作り方

9 栄次郎 奥土蔵片付役／せり物一切出し方／田舎出し荷物作り方／神宝方

10 勘次郎 諸方使／川岸土蔵片付諸事手伝／毎夜風呂敷改□□役／見世二階三階
毎日取片付／あんと掃除

11 熊次郎 諸方使／傘燈籠取集方／毎朝ふきそうし

12 鉄次郎 諸方使／田葉粉盆掃除

13 佐助 諸方使

14 鎌吉 諸方使／下駄雪駄取調毎夜取片付／表内庭はきそうじ／毎朝燈籠ほん
ほり改

15 甚之助 見世方茶番／銭出入一切／硯箱掃除墨すり

16 下働 台所食事仕度／のれし（んカ）掛をろし／土蔵前外廻り取片付

付表　会津屋奉公人の業務分担

7-8「役割之控（附規定書）」より作成。／で一つ書きの冒頭を示した。




